
JP 6938150 B2 2021.9.22

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオ情報をコーディングするように構成された装置であって、
　参照レイヤ（ＲＬ）およびエンハンスメントレイヤ（ＥＬ）に関連付けられたビデオ情
報を記憶するように構成されたメモリユニット、前記ＲＬは、第１のアクセスユニット中
にＲＬピクチャを有し、前記ＥＬは、前記第１のアクセスユニット中に第１のＥＬピクチ
ャを有する、と、
　前記メモリユニットと通信するプロセッサと
　を備え、前記プロセッサは、
　レイヤ初期化ピクチャ（ＬＩＰ）によって新しいシーケンスパラメータセット（ＳＰＳ
）をアクティベートする際、前記ＥＬに対して、イントラランダムアクセスポイント（Ｉ
ＲＡＰ）ピクチャであるＬＩＰピクチャ、または「１」のＮｏＣｌｒａｓＯｕｔｐｕｔＦ
ｌａｇ値を有するベースレイヤ（ＢＬ）のＩＲＡＰ　アクセスユニット（ＡＵ）に含まれ
る、ＩＲＡＰではないＬＩＰピクチャから始まって、「１」のＮｏＣｌｒａｓＯｕｔｐｕ
ｔＦｌａｇ値を有するＩＲＡＰピクチャをＢＬに持つ次の初期ＩＲＡＰ　ＡＵ、または次
のＩＲＡＰであるＬＩＰピクチャで終わる区間までは、前記新しいシーケンスパラメータ
セット（ＳＰＳ）をアクティベートせず、現在使用されているＳＰＳを使用すること
　を行うように構成される、装置。
【請求項２】
　前記装置は、符号化器または復号器のうちの少なくとも１つを備え、前記プロセッサは
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、ビットストリーム中の前記ビデオ情報を符号化することまたは復号することのうちの少
なくとも１つを行うようにさらに構成される、
　請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記装置は、
　コンピュータ、ノートブック、ラップトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、
セットトップボックス、電話ハンドセット、スマートフォン、スマートパッド、テレビジ
ョン、カメラ、ディスプレイデバイス、デジタルメディアプレーヤ、ビデオゲームコンソ
ール、および車載コンピュータからなるグループの中から選択されるデバイスを備える、
　請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　ビデオ情報を符号化する方法であって、
　エンハンストメントレイヤ（ＥＬ）の第１のアクセスユニット中の第１のＥＬピクチャ
がイントラランダムアクセスポイント（ＩＲＡＰ）ピクチャであるかどうかを決定するこ
とと、
　レイヤ初期化ピクチャ（ＬＩＰ）によって新しいシーケンスパラメータセット（ＳＰＳ
）をアクティベートする際、前記ＥＬに対して、イントラランダムアクセスポイント（Ｉ
ＲＡＰ）ピクチャであるＬＩＰピクチャ、または「１」のＮｏＣｌｒａｓＯｕｔｐｕｔＦ
ｌａｇ値を有するベースレイヤ（ＢＬ）のＩＲＡＰ　アクセスユニット（ＡＵ）に含まれ
る、ＩＲＡＰではないＬＩＰピクチャから始まって、「１」のＮｏＣｌｒａｓＯｕｔｐｕ
ｔＦｌａｇ値を有するＩＲＡＰピクチャをＢＬに持つ次の初期ＩＲＡＰ　ＡＵ、または次
のＩＲＡＰであるＬＩＰピクチャで終わる区間までは、前記新しいシーケンスパラメータ
セット（ＳＰＳ）をアクティベートせず、現在使用されているＳＰＳを使用することと
　を備える、方法。
【請求項５】
　実行されると、装置に、請求項４に記載の方法を請け負わせるコードを備える、
　非一時的コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本開示は、ビデオコーディングおよび圧縮の分野に関し、詳細には、スケーラブ
ルビデオコーディング（ＳＶＣ：scalable video coding）、マルチビュービデオコーデ
ィング（ＭＶＣ：multiview video coding）、または３Ｄビデオコーディング（３ＤＶ）
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]デジタルビデオ機能は、デジタルテレビジョン、デジタルダイレクトブロードキ
ャストシステム、ワイヤレスブロードキャストシステム、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ラッ
プトップまたはデスクトップコンピュータ、デジタルカメラ、デジタル記録デバイス、デ
ジタルメディアプレーヤ、ビデオゲームデバイス、ビデオゲームコンソール、携帯電話ま
たは衛星無線電話、ビデオ遠隔会議デバイスなどを含む、広範囲にわたるデバイスに組み
込まれ得る。デジタルビデオデバイスは、ＭＰＥＧ－２、ＭＰＥＧ－４、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ
．２６３、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４／ＭＰＥＧ－４，Ｐａｒｔ１０，アドバンストビデオ
コーディング（ＡＶＣ）、現在開発中の高効率ビデオコーディング（ＨＥＶＣ）規格によ
って定義された規格、およびそのような規格の拡張に記載されているもののような、ビデ
オ圧縮技法を実装する。ビデオデバイスは、そのようなビデオコーディング技法を実装す
ることによって、デジタルビデオ情報をより効率的に送信、受信、符号化、復号、および
／または記憶し得る。
【０００３】
　[0003]ビデオ圧縮技法は、ビデオシーケンスに固有の冗長性を低減または除去するため
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に、空間（イントラピクチャ）予測および／または時間（インターピクチャ）予測を実行
する。ブロックベースのビデオコーディングの場合、ビデオスライス（たとえば、ビデオ
フレーム、ビデオフレームの一部分など）が、ツリーブロック、コーディングユニット（
ＣＵ：coding unit）および／またはコーディングノードと呼ばれることもあるビデオブ
ロックに区分され得る。ピクチャのイントラコーディングされる（Ｉ）スライスの中のビ
デオブロックは、同じピクチャの中の隣接ブロック中の参照サンプルに対する空間予測を
使用して符号化される。ピクチャのインターコーディングされる（ＰまたはＢ）スライス
の中のビデオブロックは、同じピクチャの中の隣接ブロック中の参照サンプルに対する空
間予測、または他の参照ピクチャにおける参照サンプルに対する時間予測を使用し得る。
ピクチャはフレームと呼ばれることがあり、参照ピクチャは参照フレームと呼ばれること
がある。
【０００４】
　[0004]空間予測または時間予測により、コーディングされるべきブロックのための予測
ブロックが生じる。残差データは、コーディングされるべき元のブロックと予測ブロック
との間のピクセル差分を表す。インターコード化ブロックは、予測ブロックを形成する参
照サンプルのブロックを指す動きベクトル、およびコーディングされたブロックと予測ブ
ロックとの間の差分を示す残差データに従って符号化される。イントラコード化ブロック
は、イントラコーディングモードおよび残差データに従って符号化される。さらなる圧縮
のために、残差データは、ピクセル領域から変換領域に変換され、残差変換係数をもたら
す場合があり、その残差変換係数は、次いで量子化される場合がある。最初に２次元アレ
イで構成された量子化変換係数は、変換係数の１次元ベクトルを生成するためにスキャン
され得、なお一層の圧縮を達成するために、エントロピー符号化が適用され得る。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]スケーラブルビデオコーディング（ＳＶＣ）は、参照レイヤ（ＲＬ：reference 
layer）と呼ばれることがあるベースレイヤ（ＢＬ：base layer）と、１つまたは複数の
スケーラブルエンハンスメントレイヤ（ＥＬ：enhancement layer）とが使用されるビデ
オコーディングを指す。ＳＶＣでは、ベースレイヤは、ベースレベルの品質でビデオデー
タを搬送することができる。１つまたは複数のエンハンスメントレイヤは、たとえば、よ
り高い空間レベル、時間レベル、および／または信号対雑音（ＳＮＲ：signal-to-noise
）レベルをサポートするために、追加のビデオデータを搬送することができる。エンハン
スメントレイヤは、前に符号化されたレイヤに対して定義され得る。たとえば、最下位レ
イヤはＢＬとして働き得、最上位レイヤはＥＬとして働き得る。中間レイヤは、ＥＬまた
はＲＬのいずれか、あるいはその両方として働き得る。たとえば、中間レイヤ（たとえば
、最下位レイヤでもなく最上位レイヤでもないレイヤ）は、ベースレイヤまたは介在エン
ハンスメントレイヤ（intervening enhancement layer）などの中間レイヤの下のレイヤ
のためのＥＬであり得、同時に、中間レイヤの上の１つまたは複数のエンハンスメントレ
イヤのためのＲＬとして働き得る。同様に、ＨＥＶＣ規格のマルチビューまたは３Ｄ拡張
では、複数のビューがあり得、１つのビューの情報は、別のビューの情報（たとえば、動
き推定、動きベクトル予測および／または他の冗長）をコーディング（たとえば、符号化
または復号）するために利用され得る。
【０００６】
　[0006]ＳＶＣにおいて、符号化器または復号器によって使用されるパラメータは、コー
ディングレベル（例えば、ビデオレベル、シーケンスレベル、ピクチャレベル、スライス
レベル、等）に基づいてパラメータセットにグループ化される。例えば、ビットストリー
ム中の１つまたは複数のコード化ビデオシーケンスによって利用され得るパラメータは、
ビデオパラメータセット（ＶＰＳ）中に含まれ、コード化ビデオシーケンス中の１つまた
は複数のピクチャによって利用されるパラメータは、シーケンスパラメータセット（ＳＰ
Ｓ）中に含まれ、単一のスライスに特有である他のパラメータセットは、スライスヘッダ
中に含まれ得る。同様に、ピクチャ中の１つまたは複数のスライスによって利用されるパ
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ラメータは、ピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）中に含まれ、単一のスライスに特有で
ある他のパラメータは、スライスヘッダ中に含まれ得る。同様に、特定のレイヤが所与の
時間で使用するパラメータセットのインジケーションは、様々なコーディングレベルで提
供され得る。例えば、特定のレイヤ中のスライスのスライスヘッダがＰＰＳを参照する場
合、ＰＰＳは、スライスを含むスライスまたはピクチャのためにアクティベートされる。
同様に、ＰＰＳがＳＰＳを参照する場合、ＳＰＳは、ピクチャを含むコード化シーケンス
またはピクチャのためにアクティベートされ、ＳＰＳがＶＰＳを参照する場合、ＶＰＳは
、コード化ビデオシーケンスを含むビデオレイヤまたはコード化ビデオシーケンスのため
にアクティベートされる。
【０００７】
　[0007]一般に、パラメータセットは、パラメータセットが利用される全体のコーディン
グレベルのためにアクティブのままである（例えば、今、ビットストリームの特定のセグ
メントを復号するために使用されている）。例えば、アクティベートされたＳＰＳは、Ｓ
ＰＳを最初にアクティブにした全体のシーケンスのためにアクティブにとどまり、アクテ
ィベートされたＰＰＳは、ＰＰＳを最初にアクティブにした全体のピクチャのためにアク
ティブにとどまり得る。しかしながら、いくつかの既存のコーディングスキームにおいて
、パラメータセットは、別のパラメータセットが現在アクティブであるコーディングレベ
ルの真ん中においてアクティベートされ得る。このような場合において、特定のコーディ
ングレベル（例えば、シーケンス、ピクチャ、スライス、等）の持続時間のために定数に
とどまることになる、パラメータのうちのいくつか（例えば、ピクチャ解像度）は、新し
いパラメータのセットのアクティベーションによって変更され、望まない結果をもたらし
得る。
【０００８】
　[0008]したがって、より効果的なパラメータセットのアクティベーションを管理し、そ
れによってコーディング精度および誤り耐性改善するコーディングスキームが望まれる。
【０００９】
　[0009]本開示のシステム、方法、およびデバイスは、いくつかの発明的態様をそれぞれ
有し、それらの態様は、１つとして、本明細書で開示する望ましい属性を単独で担うもの
ではない。
【００１０】
　[0010]一態様では、ビデオ情報をコーディング（たとえば、符号化または復号）するよ
うに構成された装置は、メモリユニットと、メモリユニットと通信しているプロセッサと
を含む。メモリユニットは、参照レイヤ（ＲＬ）およびエンハンスメントレイヤ（ＥＬ）
に関連付けられたビデオ情報を記憶するように構成され、ＲＬは、第１のアクセスユニッ
トの中にＲＬピクチャを有し、ＥＬは、第１のアクセスユニットの中に第１のＥＬピクチ
ャを有し、第１のＥＬピクチャは、パラメータの第１のセットに関連付けられる。プロセ
ッサは、第１のＥＬピクチャがイントラランダムアクセスポイント（ＩＲＡＰ）ピクチャ
であるかどうかを決定することと、第１のアクセスユニットが、第１のビデオ情報が第１
のＥＬピクチャを含む第２のビデオ情報と接合される接合ポイントの直後にくるかどうか
を決定することと、第１のＥＬピクチャがイントラランダムアクセスポイント（ＩＲＡＰ
）ピクチャであるかどうかおよび第１のアクセスユニットが接合ポイントの直後にくるか
どうかの決定に基づいて、（１）パラメータの第１のセットと異なるパラメータの第２の
セットと第１のＥＬピクチャを関連付けることを控えること、または（２）パラメータの
第１のセットと異なるパラメータの第２のセットと第１のＥＬピクチャを関連付けること
のうちの１つを実行することとを行うように構成される。
【００１１】
　[0011]別の態様では、ビデオ情報を符号化する方法は、エンハンスメントレイヤ（ＥＬ
）の第１のアクセスユニット中の第１のＥＬピクチャがイントララランダムアクセスポイ
ント（ＩＲＡＰ）ピクチャであるかどうかを決定することと、第１のアクセスユニットが
、第１のビデオ情報が第１のＥＬピクチャを含む第２のビデオ情報と接合される接合ポイ
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ントの直後にくるかどうかを決定することと、第１のＥＬピクチャがイントラランダムア
クセスポイント（ＩＲＡＰ）ピクチャであるかどうかおよび第１のアクセスユニットが接
合ポイントの直後にくるかどうかの決定に基づいて、（１）パラメータの第１のセットと
異なるパラメータの第２のセットと第１のＥＬピクチャを関連付けることを控えること、
または（２）パラメータの第１のセットと異なるパラメータの第２のセットと第１のＥＬ
ピクチャを関連付けることのうちの１つを実行することとを備える。
【００１２】
　[0012]別の態様では、非一時的コンピュータ可読媒体は、実行されると、装置に処理を
実行させるコードを備える。処理は、参照レイヤ（ＲＬ）およびエンハンスドレイヤ（Ｅ
Ｌ）に関連付けられたビデオ情報を記憶すること、ＲＬは、第１のアクセスユニット中の
ＲＬピクチャを有し、ＥＬは、第１のアクセスユニット中の第１のＥＬピクチャを有し、
第１のＥＬは、パラメータの第１のセットと関連付けられる、と、第１のＥＬピクチャが
イントララランダムアクセスポイント（ＩＲＡＰ）ピクチャであるかどうかを決定するこ
とと、第１のアクセスユニットが、第１のビデオ情報が第１のＥＬピクチャを含む第２の
ビデオ情報と接合される接合ポイントの直後にくるかどうかを決定することと、第１のＥ
Ｌピクチャがイントラランダムアクセスポイント（ＩＲＡＰ）ピクチャであるかどうかお
よび第１のアクセスユニットが接合ポイントの直後にくるかどうかの決定に基づいて、（
１）パラメータの第１のセットと異なるパラメータの第２のセットと第１のＥＬピクチャ
を関連付けることを控えること、または（２）パラメータの第１のセットと異なるパラメ
ータの第２のセットと第１のＥＬピクチャを関連付けることのうちの１つを実行すること
とを含む。
【００１３】
　[0013]別の態様では、ビデオ情報をコーディングするように構成されたビデオコーディ
ングデバイスは、参照レイヤ（ＲＬ）およびエンハンスドレイヤ（ＥＬ）に関連付けられ
たビデオ情報を記憶するための手段、ＲＬは、第１のアクセスユニット中のＲＬピクチャ
を有し、ＥＬは、第１のアクセスユニット中の第１のＥＬピクチャを有し、第１のＥＬは
、パラメータの第１のセットと関連付けられる、と、第１のＥＬピクチャがイントラララ
ンダムアクセスポイント（ＩＲＡＰ）ピクチャであるかどうかを決定するための手段と、
第１のアクセスユニットが、第１のビデオ情報が第１のＥＬピクチャを含む第２のビデオ
情報と接合される接合ポイントの直後にくるかどうかを決定するための手段と、第１のＥ
Ｌピクチャがイントラランダムアクセスポイント（ＩＲＡＰ）ピクチャであるかどうかお
よび第１のアクセスユニットが接合ポイントの直後にくるかどうかの決定に基づいて、（
１）パラメータの第１のセットと異なるパラメータの第２のセットと第１のＥＬピクチャ
を関連付けることを控えること、または（２）パラメータの第１のセットと異なるパラメ
ータの第２のセットと第１のＥＬピクチャを関連付けることのうちの１つを実行するため
の手段とを備える。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１Ａ】本開示で説明する態様による技法を利用し得る例示的なビデオ符号化および復
号システムを示すブロック図。
【図１Ｂ】本開示で説明する態様による技法を実行し得る別の例示的なビデオ符号化およ
び復号システムを示すブロック図。
【図２Ａ】本開示で説明する態様による技法を実装し得るビデオ符号化器の一例を示すブ
ロック図。
【図２Ｂ】本開示で説明する態様による技法を実装し得るビデオ符号化器の一例を示すブ
ロック図。
【図３Ａ】本開示で説明する態様による技法を実装し得るビデオ復号器の一例を示すブロ
ック図。
【図３Ｂ】本開示で説明する態様による技法を実装し得るビデオ復号器の一例を示すブロ
ック図。
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【図４】本開示の一実施形態による、異なるレイヤの中のピクチャの例示的な構成を示す
ブロック図。
【図５】本開示の一実施形態による、ビデオ情報をコーディングする方法を示すフローチ
ャート。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　[0022]本明細書に記載されるいくつかの実施形態は、ＨＥＶＣ（高効率ビデオコーディ
ング）などのアドバンストビデオコーデックのコンテキストにおけるスケーラブルビデオ
コーディングのためのレイヤ間予測に関する。より具体的には、本開示は、ＨＥＶＣのス
ケーラブルビデオコーディング（ＳＶＣ）拡張におけるレイヤ間予測の実行を改善するた
めのシステムおよび方法に関する。
【００１６】
　[0023]以下の説明では、いくつかの実施形態に関係するＨ．２６４／ＡＶＣ技法が記載
され、ＨＥＶＣ規格および関係する技法も説明される。ＨＥＶＣ規格および／またはＨ．
２６４規格のコンテキストにおいて、いくつかの実施形態が本明細書に記載されるが、本
明細書で開示されるシステムおよび方法が任意の適切なビデオコーディング規格に適用可
能であり得ることを、当業者なら諒解されよう。たとえば、本明細書で開示される実施形
態は、以下の規格、すなわち、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６１、ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－１
ビジュアル、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６２もしくはＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－２ビジュアル
、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６３、ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－４ビジュアル、およびそのスケ
ーラブルビデオコーディング（ＳＶＣ）およびマルチビュービデオコーディング（ＭＶＣ
）拡張を含むＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４（ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－４　ＡＶＣとも呼ば
れる）のうちの、１つまたは複数に適用可能であり得る。
【００１７】
　[0024]ＨＥＶＣは、概して、多くの点で、前のビデオコーディング規格のフレームワー
クに従う。ＨＥＶＣにおける予測の単位は、いくつかの前のビデオコーディング規格にお
ける単位（たとえば、マクロブロック）とは異なる。事実上、マクロブロックの概念は、
いくつかの前のビデオコーディング規格において理解されているように、ＨＥＶＣ中に存
在しない。マクロブロックは、他の考えられる利益の中でも高いフレキシビリティを与え
得る、４分木スキームに基づく階層構造と置き換えられる。たとえば、ＨＥＶＣスキーム
内で、コーディングユニット（ＣＵ）、予測ユニット（ＰＵ：Prediction Unit）、およ
び変換ユニット（ＴＵ：Transform Unit）という３つのタイプのブロックが定義される。
ＣＵは領域分割の基本単位を指すことがある。ＣＵはマクロブロックの概念に類似すると
みなされてよいが、ＨＥＶＣは、ＣＵの最大サイズを制限せず、コンテンツ適応性を改善
するために４つの等しいサイズのＣＵへの再帰的分割を可能にし得る。ＰＵは、インター
／イントラ予測の基本単位とみなされてよく、単一のＰＵは、不規則なイメージパターン
を効率的にコーディングするために、複数の任意形状区分を含み得る。ＴＵは、変換の基
本単位とみなされてよい。ＴＵはＰＵとは無関係に定義され得るが、ＴＵのサイズはＴＵ
が属するＣＵのサイズに限定されることがある。３つの異なる概念へのブロック構造のこ
の分離は、各ユニットがそのユニットのそれぞれの役割に従って最適化されることを可能
にし得、このことはコーディング効率の改善をもたらし得る。
【００１８】
　[0025]単に説明の目的で、本明細書で開示するいくつかの実施形態について、２つのレ
イヤのみ（たとえば、ベースレイヤなどの下位レイヤ、およびエンハンスメントレイヤな
どの上位レイヤ）を含む例を用いて説明する。そのような例が複数のベースレイヤおよび
／またはエンハンスメントレイヤを含む構成に適用可能であり得ることを理解されたい。
さらに、説明を簡単にするために、以下の開示は、いくつかの実施形態に関して「フレー
ム」または「ブロック」という用語を含む。しかしながら、これらの用語は、限定的であ
ることを意味しない。たとえば、以下で説明する技法は、ブロック（たとえば、ＣＵ、Ｐ
Ｕ、ＴＵ、マクロブロックなど）、スライス、フレームなどの、任意の適切なビデオユニ
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ットとともに使用され得る。　

ビデオコーディング規格　
【００１９】
　[0026]ビデオ画像、ＴＶ画像、静止画像、またはビデオレコーダもしくはコンピュータ
によって生成された画像などの、デジタル画像は、水平ラインおよび垂直ラインで構成さ
れたピクセルまたはサンプルからなり得る。単一の画像中のピクセルの数は一般に数万個
である。各ピクセルは、一般に、ルミナンス情報とクロミナンス情報とを含んでいる。圧
縮がなければ、画像符号化器から画像復号器に搬送されるべき情報の純粋な量は、リアル
タイム画像伝送を不可能にすることになる。送信されるべき情報の量を低減するために、
ＪＰＥＧ、ＭＰＥＧおよびＨ．２６３規格など、いくつかの異なる圧縮方法が開発された
。
【００２０】
　[0027]ビデオコーディング規格は、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６１と、ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰ
ＥＧ－１ビジュアルと、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６２またはＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－２ビ
ジュアルと、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６３と、ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－４ビジュアルと、
それのスケーラブルビデオコーディング（ＳＶＣ）およびマルチビュービデオコーディン
グ（ＭＶＣ）拡張を含む（ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－４　ＡＶＣとも呼ばれる）ＩＴＵ
－Ｔ　Ｈ．２６４とを含む。
【００２１】
　[0028]さらに、新しいビデオコーディング規格、すなわち、高効率ビデオコーディング
（ＨＥＶＣ）が、ＩＴＵ－Ｔビデオコーディングエキスパートグループ（ＶＣＥＧ：Vide
o Coding Experts Group）とＩＳＯ／ＩＥＣモーションピクチャエキスパートグループ（
ＭＰＥＧ）とのジョイントコラボレーションチームオンビデオコーディング（ＪＣＴ－Ｖ
Ｃ：Joint Collaboration Team on Video Coding）によって開発されている。ＨＥＶＣド
ラフト１０についての完全引用は、文書ＪＣＴＶＣ－Ｌ１００３、Ｂｒｏｓｓら、「Ｈｉ
ｇｈ　Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ（ＨＥＶＣ）Ｔｅｘｔ　Ｓｐｅ
ｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｄｒａｆｔ　１０」、ＩＴＵ－Ｔ　ＳＧ１６　ＷＰ３およびＩＳ
Ｏ／ＩＥＣ　ＪＴＣ１／ＳＣ２９／ＷＧ１１のジョイントコラボレーティブチームオンビ
デオコーディング（ＪＣＴ－ＶＣ）、第１２回会合：ジュネーブ、スイス、２０１３年１
月１４日～２０１３年１月２３日である。ＨＥＶＣへのマルチビュー拡張、すなわち、Ｍ
Ｖ－ＨＥＶＣ、およびＳＨＶＣと名付けられたＨＥＶＣへのスケーラブル拡張も、ＪＣＴ
－３Ｖ（ＩＴＵ－Ｔ／ＩＳＯ／ＩＥＣジョイントコラボレーティブチームオン３Ｄビデオ
コーディング拡張開発）およびＪＣＴ－ＶＣによって、それぞれ開発されている。
【００２２】
　[0029]新規のシステム、装置、および方法の様々な態様は、これ以降、添付図面を参照
しながら、より十分に説明される。しかしながら、本開示は、多くの異なる形態で実施可
能であり、本開示の全体を通して示される任意の特定の構造または機能に限定されるもの
と解釈されるべきでない。むしろ、本開示が、入念で完全であり、本開示の範囲を当業者
に十分に伝達するように、これらの態様が提供される。本明細書の教示に基づいて、本開
示の範囲は、本開示の他の態様と無関係に実装されるにせよ、本開示の他の態様と組み合
わせて実装されるにせよ、本明細書で開示する新規のシステム、装置、および方法のいか
なる態様をもカバーするものであることを、当業者なら諒解されたい。たとえば、本明細
書に記載される任意の数の態様を使用して装置が実装されてよく、または方法が実施され
てもよい。さらに、本開示の範囲は、本明細書に記載する本開示の様々な態様に加えてま
たはそれらの態様以外に、他の構造、機能、または構造および機能を使用して実施される
そのような装置または方法をカバーするものとする。本明細書で開示する任意の態様は、
特許請求の範囲の１つまたは複数の要素により実施されてもよいことを理解されたい。
【００２３】
　[0030]特定の態様について本明細書で説明するが、これらの態様の多くの変形および置
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換は本開示の範囲内に入る。好ましい態様のいくつかの利益および利点が述べられるが、
本開示の範囲は、特定の利益、使用、または目的に限定されることを意図しない。むしろ
、本開示の態様は、異なるワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および伝送プ
ロトコルに広く適用可能なものであり、そのうちのいくつかが図面および好ましい態様の
以下の説明において例として示される。詳細な説明および図面は、限定的ではなく、本開
示の例示にすぎず、本開示の範囲は、添付の特許請求の範囲およびその均等物によって定
義される。
【００２４】
　[0031]添付の図面は、例を示す。添付の図面内で参照番号によって示される要素は、以
下の説明において同様の参照番号で示される要素に対応する。本開示では、序数語（たと
えば、「第１の」、「第２の」、「第３の」など）で始まる名前を有する要素は、必ずし
もそれらの要素が特定の順序を有することを暗示するとは限らない。むしろ、そのような
序数語は、同じまたは同様のタイプの、異なる要素を指すために使用されるにすぎない。
　

ビデオコーディングシステム
【００２５】
　[0032]図１Ａは、本開示で説明する態様による技法を利用し得る例示的なビデオコーデ
ィングシステム１０を示すブロック図である。本明細書で使用し説明する「ビデオコーダ
」という用語は、総称的にビデオ符号化器とビデオ復号器の両方を指す。本開示では、「
ビデオコーディング」または「コーディング」という用語は、ビデオ符号化とビデオ復号
とを総称的に指すことがある。ビデオ符号化器およびビデオ復号器に加えて、本出願に記
載される態様は、トランスコーダ（たとえば、ビットストリームを復号し別のビットスト
リームを再符号化することができるデバイス）およびミドルボックス（たとえば、ビット
ストリームを修正、変換、および／または別のやり方で操作することができるデバイス）
などの、他の関係するデバイスに拡張され得る。
【００２６】
　[0033]図１Ａに示すように、ビデオコーディングシステム１０は、宛先モジュール１４
によって後で復号されるべき符号化ビデオデータを生成するソースモジュール１２を含む
。図１Ａの例では、ソースモジュール１２および宛先モジュール１４は別個のデバイス上
にある－　詳細には、ソースモジュール１２はソースデバイスの部分であり、宛先モジュ
ール１４は宛先デバイスの部分である。しかしながら、ソースおよび宛先モジュール１２
、１４が、図１Ｂの例に示すように、同じデバイス上にあってもよく、または同じデバイ
スの部分であってもよいことに留意されたい。
【００２７】
　[0034]もう一度図１Ａを参照すると、ソースモジュール１２および宛先モジュール１４
は、デスクトップコンピュータ、ノートブック（たとえば、ラップトップ）コンピュータ
、タブレットコンピュータ、セットトップボックス、いわゆる「スマート」フォンなどの
電話ハンドセット、いわゆる「スマート」パッド、テレビジョン、カメラ、ディスプレイ
デバイス、デジタルメディアプレーヤ、ビデオゲームコンソール、ビデオストリーミング
デバイスなどを含む、広範囲のデバイスのいずれかを備え得る。場合によっては、ソース
モジュール１２および宛先モジュール１４はワイヤレス通信のために装備され得る。
【００２８】
　[0035]宛先モジュール１４は、リンク１６を介して、復号されるべき符号化ビデオデー
タを受信し得る。リンク１６は、ソースモジュール１２から宛先モジュール１４に符号化
ビデオデータを動かすことが可能な任意のタイプの媒体またはデバイスを備え得る。図１
Ａの例では、リンク１６は、ソースモジュール１２が、符号化ビデオデータをリアルタイ
ムで宛先モジュール１４に直接送信することを可能にするための通信媒体を備え得る。符
号化ビデオデータは、ワイヤレス通信プロトコルなどの通信規格に従って変調され得、宛
先モジュール１４に送信され得る。通信媒体は、無線周波数（ＲＦ）スペクトルまたは１
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つもしくは複数の物理伝送線路などの、任意のワイヤレス通信媒体または有線通信媒体を
備え得る。通信媒体は、ローカルエリアネットワーク、ワイドエリアネットワークなどの
パケットベースのネットワーク、またはインターネットなどのグローバルネットワークの
一部を形成し得る。通信媒体は、ルータ、スイッチ、基地局、またはソースモジュール１
２から宛先モジュール１４への通信を容易にするために有用であり得る、任意の他の機器
を含み得る。
【００２９】
　[0036]代替的に、符号化データは出力インターフェース２２から、オプションの記憶デ
バイス３１に出力され得る。同様に、符号化データは、入力インターフェース２８によっ
て記憶デバイス３１からアクセスされ得る。記憶デバイス３１は、ハードドライブ、フラ
ッシュメモリ、揮発性もしくは不揮発性のメモリ、または符号化ビデオデータを記憶する
ための任意の他の適切なデジタル記憶媒体などの、様々な分散されたまたは局所的にアク
セスされるデータ記憶媒体のいずれかを含み得る。さらなる例では、記憶デバイス３１は
、ソースモジュール１２によって生成された符号化ビデオを保持し得るファイルサーバま
たは別の中間記憶デバイスに相当し得る。宛先モジュール１４は、記憶されているビデオ
データに、記憶デバイス３１からストリーミングまたはダウンロードを介してアクセスし
得る。ファイルサーバは、符号化ビデオデータを記憶することができ、その符号化ビデオ
データを宛先モジュール１４に送信することができる、任意のタイプのサーバであり得る
。例示的なファイルサーバは、ウェブサーバ（たとえば、ウェブサイトのための）、ＦＴ
Ｐサーバ、ネットワーク接続記憶（ＮＡＳ）デバイス、または局所的なディスクドライブ
を含む。宛先モジュール１４は、インターネット接続を含む任意の標準的なデータ接続を
通じて、符号化ビデオデータにアクセスし得る。これは、ファイルサーバに記憶された符
号化ビデオデータにアクセスするのに好適である、ワイヤレスチャネル（たとえば、Ｗｉ
－Ｆｉ（登録商標）接続）、有線接続（たとえば、ＤＳＬ、ケーブルモデムなど）、また
はその両方の組合せを含み得る。記憶デバイス３１からの符号化ビデオデータの伝送は、
ストリーミング伝送、ダウンロード伝送、またはその両方の組合せであり得る。
【００３０】
　[0037]本開示の技法は、ワイヤレスの用途または設定に限定されない。本技法は、オー
バージエアテレビジョン放送、ケーブルテレビジョン送信、衛星テレビジョン送信、たと
えばインターネットを介したストリーミングビデオ送信（たとえば、動的適応ストリーミ
ングオーバーＨＴＴＰ（ＤＡＳＨ：dynamic adaptive streaming over HTTP）など）、デ
ータ記憶媒体に記憶するためのデジタルビデオの符号化、データ記憶媒体に記憶されたデ
ジタルビデオの復号、または他の適用例など、様々なマルチメディア適用例のいずれかを
サポートするビデオコーディングに適用され得る。いくつかの例では、ビデオコーディン
グシステム１０は、ビデオストリーミング、ビデオ再生、ビデオブロードキャスティング
、および／またはビデオ電話などの用途をサポートするために、単方向または双方向のビ
デオ送信をサポートするように構成され得る。
【００３１】
　[0038]図１Ａの例では、ソースモジュール１２は、ビデオソース１８と、ビデオ符号化
器２０と、出力インターフェース２２とを含む。場合によっては、出力インターフェース
２２は変調器／復調器（モデム）および／または送信機を含み得る。ソースモジュール１
２において、ビデオソース１８は、ビデオキャプチャデバイス、たとえばビデオカメラ、
以前にキャプチャされたビデオを含んでいるビデオアーカイブ、ビデオコンテンツプロバ
イダからビデオを受信するためのビデオフィードインターフェース、および／またはソー
スビデオとしてコンピュータグラフィックスデータを生成するためのコンピュータグラフ
ィックスシステムなどのソース、あるいはそのようなソースの組合せを含み得る。一例と
して、図１Ｂの例に示すように、ビデオソース１８がビデオカメラである場合、ソースモ
ジュール１２および宛先モジュール１４は、いわゆるカメラ付き電話またはビデオ電話を
形成し得る。しかしながら、本開示に記載される技法は、概してビデオコーディングに適
用可能であり得、ワイヤレスアプリケーションおよび／または有線アプリケーションに適



(10) JP 6938150 B2 2021.9.22

10

20

30

40

50

用され得る。
【００３２】
　[0039]キャプチャされたビデオ、以前にキャプチャされたビデオ、またはコンピュータ
生成されたビデオは、ビデオ符号化器２０によって符号化され得る。符号化ビデオデータ
は、ソースモジュール１２の出力インターフェース２２を介して、宛先モジュール１４に
直接送信され得る。符号化ビデオデータは、さらに（または代替的に）、復号および／ま
たは再生のための宛先モジュール１４または他のデバイスによる後のアクセスのために、
記憶デバイス３１に記憶され得る。図１Ａおよび図１Ｂに示すビデオ符号化器２０は、図
２Ａに示すビデオ符号化器２０、図２Ｂに示すビデオ符号化器２３、または本明細書に記
載される任意の他のビデオ符号化器を備えてよい。
【００３３】
　[0040]図１Ａの例では、宛先モジュール１４は、入力インターフェース２８と、ビデオ
復号器３０と、ディスプレイデバイス３２とを含む。場合によっては、入力インターフェ
ース２８は、受信機および／またはモデムを含み得る。宛先モジュール１４の入力インタ
ーフェース２８は、符号化ビデオデータを、リンク１６を介して受信し得る。リンク１６
を介して通信され、または記憶デバイス３１上に提供された符号化ビデオデータは、ビデ
オデータを復号する際のビデオ復号器３０などのビデオ復号器による使用のために、ビデ
オ符号化器２０によって生成された様々なシンタックス要素を含み得る。そのようなシン
タックス要素は、通信媒体上で送信されるか、記憶媒体に記憶されるか、またはファイル
サーバに記憶される符号化ビデオデータに含まれ得る。図１Ａおよび図１Ｂに示すビデオ
復号器３０は、図３Ａに示すビデオ復号器３０、図３Ｂに示すビデオ復号器３３、または
本明細書に記載される任意の他のビデオ復号器を備えてよい。
【００３４】
　[0041]ディスプレイデバイス３２は、宛先モジュール１４と一体化されるか、またはそ
の外部にあり得る。いくつかの例では、宛先モジュール１４は、一体型ディスプレイデバ
イスを含み得、また、外部ディスプレイデバイスとインターフェースするように構成され
得る。他の例では、宛先モジュール１４はディスプレイデバイスであり得る。概して、デ
ィスプレイデバイス３２は、復号ビデオデータをユーザに対して表示し、液晶ディスプレ
イ（ＬＣＤ）、プラズマディスプレイ、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイ、
または別のタイプのディスプレイデバイスなど、様々なディスプレイデバイスのいずれか
を備え得る。
【００３５】
　[0042]関係する態様では、図１Ｂは、例示的なビデオ符号化および復号システム１０’
を示し、ここにおいて、ソースおよび宛先モジュール１２、１４は、デバイスまたはユー
ザデバイス１１上にあり、またはその部分である。デバイス１１は、「スマート」フォン
などの電話ハンドセットであり得る。デバイス１１は、ソースおよび宛先モジュール１２
、１４と動作可能に通信しているオプションのコントローラ／プロセッサモジュール１３
を含み得る。図１Ｂのシステム１０’は、ビデオ符号化器２０と出力インターフェース２
２との間にビデオ処理ユニット２１をさらに含み得る。いくつかの実装形態では、ビデオ
処理ユニット２１は、図１Ｂに示すように別個のユニットであるが、他の実施態様では、
ビデオ処理ユニット２１は、ビデオ符号化器２０および／またはプロセッサ／コントロー
ラモジュール１３の部分として実装され得る。システム１０’は、また、ビデオシーケン
スの中で対象のオブジェクトを追跡することができるオプションの追跡器２９を含み得る
。追跡されるべきオブジェクトまたは対象は、本開示の１つまたは複数の態様に関して説
明する技法によって、セグメント化され得る。関係する態様では、追跡することは、ディ
スプレイデバイス３２によって単独で、または追跡器２９と一緒に実行され得る。図１Ｂ
のシステム１０’およびその構成要素は、図１Ａのシステム１０およびその構成要素と場
合によっては類似である。
【００３６】
　[0043]ビデオ符号化器２０およびビデオ復号器３０は、現在開発中の高効率ビデオコー
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ディング（ＨＥＶＣ）規格など、ビデオ圧縮規格に従って動作し得、ＨＥＶＣテストモデ
ル（ＨＭ）に準拠し得る。代替的に、ビデオ符号化器２０およびビデオ復号器３０は、代
替的にＭＰＥＧ－４，Ｐａｒｔ１０，アドバンストビデオコーディング（ＡＶＣ）と呼ば
れるＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４規格など、他の独自の規格または業界規格、あるいはそのよ
うな規格の拡張に従って動作し得る。ただし、本開示の技法は、いかなる特定のコーディ
ング規格にも限定されない。ビデオ圧縮規格の他の例は、ＭＰＥＧ－２およびＩＴＵ－Ｔ
　Ｈ．２６３を含む。
【００３７】
　[0044]図１Ａおよび図１Ｂの例に示されないが、ビデオ符号化器２０およびビデオ復号
器３０は各々、オーディオ符号化器およびオーディオ復号器と統合されてよく、共通のデ
ータストリームまたは別個のデータストリーム中のオーディオとビデオの両方の符号化を
処理するための適切なＭＵＸ－ＤＥＭＵＸユニット、または他のハードウェアおよびソフ
トウェアを含み得る。適用可能な場合、いくつかの例では、ＭＵＸ－ＤＥＭＵＸユニット
は、ＩＴＵ　Ｈ．２２３マルチプレクサプロトコル、またはユーザデータグラムプロトコ
ル（ＵＤＰ）などの他のプロトコルに準拠し得る。
【００３８】
　[0045]ビデオ符号化器２０およびビデオ復号器３０は各々、１つまたは複数のマイクロ
プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、
フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、ディスクリート論理、ソフトウェ
ア、ハードウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せなどの様々な適切な符
号化器回路のいずれかとして実装され得る。本技法が部分的にソフトウェアで実装される
とき、デバイスは、適切な非一時的コンピュータ可読媒体にソフトウェアの命令を記憶し
得、本開示の技法を実行するために、１つまたは複数のプロセッサを使用して、命令をハ
ードウェアで実行し得る。ビデオ符号化器２０およびビデオ復号器３０の各々は、１つま
たは複数の符号化器または復号器に含まれ得、そのいずれも、それぞれのデバイスにおい
て複合符号化器／復号器（コーデック）の一部として統合され得る。　

ビデオコーディングプロセス
【００３９】
　[0046]上記で簡略に述べられたように、ビデオ符号化器２０はビデオデータを符号化す
る。ビデオデータは、１つまたは複数のピクチャを備え得る。ピクチャの各々は、ビデオ
の一部を形成する静止画像である。いくつかの事例では、ピクチャは、ビデオ「フレーム
」と呼ばれることがある。ビデオ符号化器２０がビデオデータを符号化するとき、ビデオ
符号化器２０は、ビットストリームを生成し得る。ビットストリームは、ビデオデータの
コーディングされた表現を形成するビットのシーケンスを含み得る。ビットストリームは
、コード化ピクチャと、関連するデータとを含み得る。コード化ピクチャは、ピクチャの
コーディングされた表現である。
【００４０】
　[0047]ビットストリームを生成するために、ビデオ符号化器２０は、ビデオデータ中の
各ピクチャに対して符号化演算を実行し得る。ビデオ符号化器２０がピクチャに対して符
号化演算を実行するとき、ビデオ符号化器２０は、一連のコード化ピクチャと、関連する
データとを生成し得る。関連するデータは、ビデオパラメータセット（ＶＰＳ：video pa
rameter set）と、シーケンスパラメータセットと、ピクチャパラメータセットと、適応
パラメータセットと、他のシンタックス構造とを含み得る。シーケンスパラメータセット
（ＳＰＳ：sequence parameter set）は、ピクチャの０個以上のシーケンスに適用可能な
パラメータを含み得る。ピクチャパラメータセット（ＰＰＳ：picture parameter set）
は、０個以上のピクチャに適用可能なパラメータを含み得る。適応パラメータセット（Ａ
ＰＳ：adaptation parameter set）は、０個以上のピクチャに適用可能なパラメータを含
み得る。ＡＰＳ中のパラメータは、ＰＰＳ中のパラメータよりも変化する可能性が高いパ
ラメータであり得る。
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【００４１】
　[0050]コード化ピクチャを生成するために、ビデオ符号化器２０は、ピクチャを等しい
サイズのビデオブロックに区分し得る。ビデオブロックはサンプルの２次元アレイであり
得る。ビデオブロックの各々は、ツリーブロックに関連付けられる。いくつかの事例では
、ツリーブロックは、最大コーディングユニット（ＬＣＵ：largest coding unit）と呼
ばれることがある。ＨＥＶＣのツリーブロックは、Ｈ．２６４／ＡＶＣのような従来の規
格のマクロブロックに、広い意味で類似し得る。しかしながら、ツリーブロックは、特定
のサイズに必ずしも限定されず、１つまたは複数のコーディングユニット（ＣＵ）を含み
得る。ビデオ符号化器２０は、ツリーブロックのビデオブロックを、ＣＵに関連付けられ
たビデオブロックに区分するために、４分木区分を使用し得、したがって、「ツリーブロ
ック」という名前である。
【００４２】
　[0051]いくつかの例では、ビデオ符号化器２０は、ピクチャを複数のスライスに区分し
得る。スライスの各々は、整数個のＣＵを含み得る。いくつかの事例では、スライスは、
整数個のツリーブロックを備える。他の事例では、スライスの境界は、ツリーブロック内
にあり得る。
【００４３】
　[0050]ピクチャに対して符号化演算を実行することの一部として、ビデオ符号化器２０
は、ピクチャの各スライスに対して符号化演算を実行し得る。ビデオ符号化器２０がスラ
イスに対して符号化演算を実行するとき、ビデオ符号化器２０は、スライスに関連付けら
れた符号化データを生成し得る。スライスに関連付けられた符号化データは、「コード化
スライス」と呼ばれることがある。
【００４４】
　[0051]コード化スライスを生成するために、ビデオ符号化器２０は、スライス中の各ツ
リーブロックに対して符号化演算を実行し得る。ビデオ符号化器２０がツリーブロックに
対して符号化演算を実行するとき、ビデオ符号化器２０は、コーディングされたツリーブ
ロックを生成し得る。コーディングされたツリーブロックは、ツリーブロックの符号化さ
れたバージョンを表すデータを備え得る。
【００４５】
　[0052]ビデオ符号化器２０がコード化スライスを生成するとき、ビデオ符号化器２０は
、ラスタスキャン順序に従って、スライス中のツリーブロックに対して符号化演算を実行
（たとえば、符号化）し得る。たとえば、ビデオ符号化器２０は、スライス中のツリーブ
ロックの一番上の行にわたって左から右に進み、次いでツリーブロックの次の下の行にわ
たって左から右に進み、以下同様に進む順序で、ビデオ符号化器２０がスライス中のツリ
ーブロックの各々を符号化するまで、スライスのツリーブロックを符号化し得る。
【００４６】
　[0053]ラスタスキャン順序に従ってツリーブロックを符号化した結果として、所与のツ
リーブロックの上および左のツリーブロックは符号化されていることがあるが、所与のツ
リーブロックの下および右のツリーブロックはまだ符号化されていない。したがって、ビ
デオ符号化器２０は、所与のツリーブロックを符号化するとき、所与のツリーブロックの
上および左のツリーブロックを符号化することによって生成される情報にアクセスするこ
とが可能であり得る。しかしながら、ビデオ符号化器２０は、所与のツリーブロックを符
号化するとき、所与のツリーブロックの下および右のツリーブロックを符号化することに
よって生成される情報にアクセスできないことがある。
【００４７】
　[0054]コーディングされたツリーブロックを生成するために、ビデオ符号化器２０は、
ビデオブロックを徐々により小さいビデオブロックに分割するために、ツリーブロックの
ビデオブロック上で４分木区分を再帰的に実行し得る。より小さいビデオブロックの各々
は、異なるＣＵに関連付けられ得る。たとえば、ビデオ符号化器２０は、ツリーブロック
のビデオブロックを４つの等しいサイズのサブブロックに区分し得、サブブロックのうち
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の１つまたは複数を４つの等しいサイズのサブサブブロックに区分し得、以下同様である
。区分されたＣＵは、そのビデオブロックが他のＣＵに関連付けられたビデオブロックに
区分されているＣＵであり得る。区分されていないＣＵは、そのビデオブロックが他のＣ
Ｕに関連付けられたビデオブロックに区分されていないＣＵであり得る。
【００４８】
　[0055]ビットストリーム中の１つまたは複数のシンタックス要素は、ビデオ符号化器２
０がツリーブロックのビデオブロックを区分し得る最大の回数を示し得る。ＣＵのビデオ
ブロックは形状が正方形であり得る。ＣＵのビデオブロックのサイズ（たとえば、ＣＵの
サイズ）は、８×８のピクセルから、最大で６４×６４以上のピクセルを有するツリーブ
ロックのビデオブロックのサイズ（たとえば、ツリーブロックのサイズ）までわたり得る
。
【００４９】
　[0056]ビデオ符号化器２０は、ｚスキャン順序に従って、ツリーブロックの各ＣＵに対
して符号化演算を実行（たとえば、符号化）し得る。言い換えれば、ビデオ符号化器２０
は、左上のＣＵと、右上のＣＵと、左下のＣＵと、次いで右下のＣＵとを、その順序で符
号化し得る。ビデオ符号化器２０が、区分されているＣＵに対して符号化演算を実行する
とき、ビデオ符号化器２０は、ｚスキャン順序に従って、区分されているＣＵのビデオブ
ロックのサブブロックに関連付けられたＣＵを符号化し得る。言い換えれば、ビデオ符号
化器２０は、左上のサブブロックに関連付けられたＣＵと、右上のサブブロックに関連付
けられたＣＵと、左下のサブブロックに関連付けられたＣＵと、次いで右下のサブブロッ
クに関連付けられたＣＵとを、その順序で符号化し得る。
【００５０】
　[0057]ｚスキャン順序に従ってツリーブロックのＣＵを符号化した結果として、所与の
ＣＵの上、左上、右上、左、および左下のＣＵは符号化されていることがある。所与のＣ
Ｕの下または右のＣＵはまだ符号化されていない。したがって、ビデオ符号化器２０は、
所与のＣＵを符号化するとき、所与のＣＵに隣接するいくつかのＣＵを符号化することに
よって生成される情報にアクセスすることが可能であり得る。しかしながら、ビデオ符号
化器２０は、所与のＣＵを符号化するとき、所与のＣＵに隣接する他のＣＵを符号化する
ことによって生成される情報にアクセスできないことがある。
【００５１】
　[0058]ビデオ符号化器２０が、区分されていないＣＵを符号化するとき、ビデオ符号化
器２０は、ＣＵに対する１つまたは複数の予測ユニット（ＰＵ）を生成し得る。ＣＵのＰ
Ｕの各々は、ＣＵのビデオブロック内の異なるビデオブロックに関連付けられ得る。ビデ
オ符号化器２０は、ＣＵの各ＰＵに対して予測ビデオブロックを生成し得る。ＰＵの予測
ビデオブロックは、サンプルのブロックであり得る。ビデオ符号化器２０は、ＰＵのため
の予測ビデオブロックを生成するために、イントラ予測またはインター予測を使用し得る
。
【００５２】
　[0059]ビデオ符号化器２０がＰＵの予測ビデオブロックを生成するためにイントラ予測
を使用するとき、ビデオ符号化器２０は、ＰＵに関連付けられたピクチャの復号サンプル
に基づいて、ＰＵの予測ビデオブロックを生成し得る。ビデオ符号化器２０がＣＵのＰＵ
の予測ビデオブロックを生成するためにイントラ予測を使用する場合、ＣＵはイントラ予
測されたＣＵである。ビデオ符号化器２０がＰＵの予測ビデオブロックを生成するために
インター予測を使用するとき、ビデオ符号化器２０は、ＰＵに関連付けられたピクチャ以
外の１つまたは複数のピクチャの復号サンプルに基づいて、ＰＵの予測ビデオブロックを
生成し得る。ビデオ符号化器２０がＣＵのＰＵの予測ビデオブロックを生成するためにイ
ンター予測を使用する場合、ＣＵはインター予測されたＣＵである。
【００５３】
　[0060]さらに、ビデオ符号化器２０がＰＵのための予測ビデオブロックを生成するため
にインター予測を使用するとき、ビデオ符号化器２０は、ＰＵのための動き情報を生成し
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得る。ＰＵのための動き情報は、ＰＵの１つまたは複数の参照ブロックを示し得る。ＰＵ
の各参照ブロックは、参照ピクチャ内のビデオブロックであり得る。参照ピクチャは、Ｐ
Ｕに関連付けられたピクチャ以外のピクチャであり得る。いくつかの事例では、ＰＵの参
照ブロックは、ＰＵの「参照サンプル」と呼ばれることもある。ビデオ符号化器２０は、
ＰＵの参照ブロックに基づいて、ＰＵのための予測ビデオブロックを生成し得る。
【００５４】
　[0061]ビデオ符号化器２０がＣＵの１つまたは複数のＰＵのための予測ビデオブロック
を生成した後、ビデオ符号化器２０は、ＣＵのＰＵのための予測ビデオブロックに基づい
て、ＣＵに対する残差データを生成し得る。ＣＵの残差データは、ＣＵのＰＵのための予
測ビデオブロック中のサンプルと、ＣＵの元のビデオブロック中のサンプルとの差分を示
し得る。
【００５５】
　[0062]さらに、区分されていないＣＵに対して符号化演算を実行することの一部として
、ビデオ符号化器２０は、ＣＵの残差データを、ＣＵの変換ユニット（ＴＵ）に関連付け
られた残差データの１つまたは複数のブロック（たとえば、残差ビデオブロック）に区分
するために、ＣＵの残差データに対して再帰的な４分木区分を実行し得る。ＣＵの各ＴＵ
は、異なる残差ビデオブロックに関連付けられ得る。
【００５６】
　[0063]ビデオ符号化器２０は、ＴＵに関連付けられた変換係数ブロック（たとえば、変
換係数のブロック）を生成するために、ＴＵに関連付けられた残差ビデオブロックに１つ
または複数の変換を適用し得る。概念的に、変換係数ブロックは変換係数の２次元（２Ｄ
）行列であり得る。
【００５７】
　[0064]変換係数ブロックを生成した後、ビデオ符号化器２０は、変換係数ブロックに対
して量子化プロセスを実行し得る。量子化は、概して、変換係数を表すために使用される
データの量をできるだけ低減するために変換係数が量子化され、さらなる圧縮を実現する
プロセスを指す。量子化プロセスは、変換係数の一部または全部に関連するビット深度を
低減し得る。たとえば、量子化中に、ｎビット変換係数はｍビット変換係数に切り捨てら
れ得、ここで、ｎはｍよりも大きい。
【００５８】
　[0065]ビデオ符号化器２０は、各ＣＵを、量子化パラメータ（ＱＰ）値に関連付け得る
。ＣＵに関連付けられたＱＰ値は、ビデオ符号化器２０が、ＣＵに関連付けられた変換係
数ブロックをどのように量子化するかを決定し得る。ビデオ符号化器２０は、ＣＵに関連
付けられたＱＰ値を調整することによって、ＣＵに関連付けられた変換係数ブロックに適
用される量子化の程度を調整し得る。
【００５９】
　[0066]ビデオ符号化器２０が変換係数ブロックを量子化した後、ビデオ符号化器２０は
、量子化された変換係数ブロックの中で変換係数を表すシンタックス要素のセットを生成
し得る。ビデオ符号化器２０は、これらのシンタックス要素のうちのいくつかに、コンテ
キスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ：Context Adaptive Binary Arithm
etic Coding）演算などのエントロピー符号化演算を適用し得る。コンテンツ適応型可変
長コーディング（ＣＡＶＬＣ：content adaptive variable length coding）、確率間隔
区分エントロピー（ＰＩＰＥ：probability interval partitioning entropy）コーディ
ング、または他のバイナリ算術コーディングなど、他のエントロピーコーディング技法も
使用され得る。
【００６０】
　[0067]ビデオ符号化器２０によって生成されるビットストリームは、一連のネットワー
クアブストラクションレイヤ（ＮＡＬ：Network Abstraction Layer）ユニットを含み得
る。ＮＡＬユニットの各々は、ＮＡＬユニット中のデータのタイプのインジケーションと
、データを含むバイトとを含む、シンタックス構造であり得る。たとえば、ＮＡＬユニッ
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トは、ビデオパラメータセット、シーケンスパラメータセット、ピクチャパラメータセッ
ト、コード化スライス、補足エンハンスメント情報（ＳＥＩ：supplemental enhancement
 information）、アクセスユニットデリミタ、フィラーデータ、または別のタイプのデー
タを表すデータを含み得る。ＮＡＬユニット中のデータは、様々なシンタックス構造を含
み得る。
【００６１】
　[0068]ビデオ復号器３０は、ビデオ符号化器２０によって生成されたビットストリーム
を受信し得る。ビットストリームは、ビデオ符号化器２０によって符号化されたビデオデ
ータのコーディングされた表現を含み得る。ビデオ復号器３０がビットストリームを受信
すると、ビデオ復号器３０は、ビットストリームに対して構文解析動作を実行し得る。ビ
デオ復号器３０が構文解析動作を実行するとき、ビデオ復号器３０は、ビットストリーム
からシンタックス要素を抽出し得る。ビデオ復号器３０は、ビットストリームから抽出さ
れたシンタックス要素に基づいて、ビデオデータのピクチャを再構成し得る。シンタック
ス要素に基づいてビデオデータを再構成するためのプロセスは、一般に、シンタックス要
素を生成するためにビデオ符号化器２０によって実行されるプロセスの逆であり得る。
【００６２】
　[0069]ビデオ復号器３０がＣＵに関連付けられたシンタックス要素を抽出した後、ビデ
オ復号器３０は、シンタックス要素に基づいて、ＣＵのＰＵのための予測ビデオブロック
を生成し得る。さらに、ビデオ復号器３０は、ＣＵのＴＵに関連付けられた変換係数ブロ
ックを逆量子化し得る。ビデオ復号器３０は、ＣＵのＴＵに関連付けられた残差ビデオブ
ロックを再構成するために、変換係数ブロックに対して逆変換を実行し得る。予測ビデオ
ブロックを生成し、残差ビデオブロックを再構成した後、ビデオ復号器３０は、予測ビデ
オブロックおよび残差ビデオブロックに基づいて、ＣＵのビデオブロックを再構成し得る
。このようにして、ビデオ復号器３０は、ビットストリーム中のシンタックス要素に基づ
いて、ＣＵのビデオブロックを再構成し得る。　

ビデオ符号化器
【００６３】
　[0070]図２Ａは、本開示で説明する態様による技法を実装し得るビデオ符号化器の一例
を示すブロック図である。ビデオ符号化器２０は、ＨＥＶＣの場合など、ビデオフレーム
の単一のレイヤを処理するように構成され得る。さらに、ビデオ符号化器２０は、本開示
の技法のいずれかまたはすべてを実行するように構成され得る。一例として、予測処理ユ
ニット１００は、本開示で説明する技法のいずれかまたはすべてを実行するように構成さ
れ得る。別の実施形態では、ビデオ符号化器２０は、本開示で説明する技法のいずれかま
たはすべてを実行するように構成されたオプションのレイヤ間予測ユニット１２８を含む
。他の実施形態では、レイヤ間予測は、予測処理ユニット１００（たとえば、インター予
測ユニット１２１および／またはイントラ予測ユニット１２６）によって実行され得、そ
の場合、レイヤ間予測ユニット１２８は省略され得る。しかしながら、本開示の態様はそ
のように限定されない。いくつかの例では、本開示で説明する技法は、ビデオ符号化器２
０の様々な構成要素間で共有され得る。いくつかの例では、追加または代替として、プロ
セッサ（図示せず）が、本開示で説明する技法のいずれかまたはすべてを実行するように
構成され得る。
【００６４】
　[0071]説明の目的で、本開示は、ＨＥＶＣコーディングのコンテキストにおいてビデオ
符号化器２０を説明する。しかしながら、本開示の技法は、他のコーディング規格または
方法に適用可能であり得る。図２Ａに示す例は、シングルレイヤコーデックのためのもの
である。しかしながら、図２Ｂに関してさらに説明するように、ビデオ符号化器２０の一
部または全部は、マルチレイヤコーデックの処理のために複製され得る。
【００６５】
　[0072]ビデオ符号化器２０は、ビデオスライス内のビデオブロックのイントラコーディ
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ングとインターコーディングとを実行し得る。イントラコーディングは、所与のビデオフ
レームまたはピクチャ内のビデオの空間的冗長性を低減または除去するために、空間予測
に依拠する。インターコーディングは、ビデオシーケンスの隣接するフレーム内またはピ
クチャ内のビデオの時間的冗長性を低減または除去するために時間予測に依拠する。イン
トラモード（Ｉモード）は、いくつかの空間ベースのコーディングモードのいずれかを参
照し得る。単方向予測（Ｐモード）または双方向予測（Ｂモード）などのインターモード
は、いくつかの時間ベースのコーディングモードのいずれかを参照し得る。
【００６６】
　[0073]図２Ａの例では、ビデオ符号化器２０は複数の機能構成要素を含む。ビデオ符号
化器２０の機能構成要素は、予測処理ユニット１００と、残差生成ユニット１０２と、変
換処理ユニット１０４と、量子化ユニット１０６と、逆量子化ユニット１０８と、逆変換
ユニット１１０と、再構成ユニット１１２と、フィルタユニット１１３と、復号ピクチャ
バッファ１１４と、エントロピー符号化ユニット１１６とを含む。予測処理ユニット１０
０は、インター予測ユニット１２１と、動き推定ユニット１２２と、動き補償ユニット１
２４と、イントラ予測ユニット１２６と、レイヤ間予測ユニット１２８とを含む。他の例
では、ビデオ符号化器２０は、より多いか、より少ないか、または異なる機能構成要素を
含み得る。さらに、動き推定ユニット１２２および動き補償ユニット１２４は、高度に統
合され得るが、図２Ａの例では、説明の目的で別々に表されている。
【００６７】
　[0074]ビデオ符号化器２０は、ビデオデータを受信し得る。ビデオ符号化器２０は、様
々なソースからビデオデータを受信し得る。たとえば、ビデオ符号化器２０は、ビデオソ
ース１８（たとえば、図１Ａまたは図１Ｂに示す）または別のソースからビデオデータを
受信し得る。ビデオデータは、一連のピクチャを表し得る。ビデオデータを符号化するた
めに、ビデオ符号化器２０は、ピクチャの各々に対して符号化演算を実行し得る。ピクチ
ャに対して符号化演算を実行することの一部として、ビデオ符号化器２０は、ピクチャの
各スライスに対して符号化演算を実行し得る。スライスに対して符号化演算を実行するこ
との一部として、ビデオ符号化器２０は、スライス中のツリーブロックに対して符号化演
算を実行し得る。
【００６８】
　[0075]ツリーブロックに対して符号化演算を実行することの一部として、予測処理ユニ
ット１００は、ビデオブロックを徐々により小さいビデオブロックに分割するために、ツ
リーブロックのビデオブロックに対して４分木区分を実行し得る。より小さいビデオブロ
ックの各々は、異なるＣＵに関連付けられ得る。たとえば、予測処理ユニット１００は、
ツリーブロックのビデオブロックを４つの等しいサイズのサブブロックに区分し得、サブ
ブロックのうちの１つまたは複数を４つの等しいサイズのサブサブブロックに区分し得、
以下同様である。
【００６９】
　[0076]ＣＵに関連付けられたビデオブロックのサイズは、８×８サンプルから、最大で
６４×６４サンプル以上のツリーブロックのサイズにまでわたり得る。本開示では、「Ｎ
×Ｎ」および「Ｎ　ｂｙ　Ｎ」は、垂直方向の寸法および水平方向の寸法に関するビデオ
ブロックのサンプルの寸法、たとえば、１６×１６サンプルまたは１６　ｂｙ　１６サン
プルを指すために、互換的に使用され得る。一般に、１６×１６のビデオブロックは、垂
直方向に１６個のサンプルを有し（ｙ＝１６）、水平方向に１６個のサンプルを有する（
ｘ＝１６）。同様に、Ｎ×Ｎのブロックは、一般に、垂直方向にＮ個のサンプルを有し、
水平方向にＮ個のサンプルを有し、ここで、Ｎは非負整数値を表す。
【００７０】
　[0077]さらに、ツリーブロックに対して符号化演算を実行することの一部として、予測
処理ユニット１００は、ツリーブロック用の階層的な４分木データ構造を生成し得る。た
とえば、ツリーブロックは、４分木データ構造のルートノードに対応し得る。予測処理ユ
ニット１００がツリーブロックのビデオブロックを４つのサブブロックに区分する場合、
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ルートノードは、４分木データ構造中に４つの子ノードを有する。子ノードの各々は、サ
ブブロックのうちの１つに関連付けられたＣＵに対応する。予測処理ユニット１００がサ
ブブロックのうちの１つを４つのサブサブブロックに区分する場合、サブブロックに関連
付けられたＣＵに対応するノードは、サブサブブロックのうちの１つに関連付けられたＣ
Ｕに各々が対応する、４つの子ノードを有し得る。
【００７１】
　[0078]４分木データ構造の各ノードは、対応するツリーブロックまたはＣＵのシンタッ
クスデータ（たとえば、シンタックス要素）を含み得る。たとえば、４分木の中のノード
は、そのノードに対応するＣＵのビデオブロックが４つのサブブロックに区分（たとえば
、分割）されているかどうかを示すスプリットフラグを含み得る。ＣＵのためのシンタッ
クス要素は、再帰的に定義され得、ＣＵのビデオブロックがサブブロックに分割されてい
るかどうかに依存し得る。ビデオブロックが区分されていないＣＵは、４分木データ構造
におけるリーフノードに対応し得る。コーディングされたツリーブロックは、対応するツ
リーブロック用の４分木データ構造に基づくデータを含み得る。
【００７２】
　[0079]ビデオ符号化器２０は、ツリーブロックの区分されていない各ＣＵに対して符号
化演算を実行し得る。ビデオ符号化器２０が、区分されていないＣＵに対して符号化演算
を実行するとき、ビデオ符号化器２０は、区分されていないＣＵの符号化された表現を表
すデータを生成する。
【００７３】
　[0080]ＣＵに対して符号化演算を実行することの一部として、予測処理ユニット１００
は、ＣＵの１つまたは複数のＰＵの中で、ＣＵのビデオブロックを区分し得る。ビデオ符
号化器２０およびビデオ復号器３０は、様々なＰＵサイズをサポートし得る。特定のＣＵ
のサイズが２Ｎ×２Ｎであると仮定すると、ビデオ符号化器２０およびビデオ復号器３０
は、２Ｎ×２ＮまたはＮ×ＮのＰＵサイズ、および２Ｎ×２Ｎ、２Ｎ×Ｎ、Ｎ×２Ｎ、Ｎ
×Ｎ、２Ｎ×ｎＵ、ｎＬ×２Ｎ、ｎＲ×２Ｎ、または同様の対称ＰＵサイズでのインター
予測とをサポートし得る。ビデオ符号化器２０およびビデオ復号器３０は、２Ｎ×ｎＵ、
２Ｎ×ｎＤ、ｎＬ×２Ｎ、およびｎＲ×２ＮのＰＵサイズに対する非対称区分もサポート
し得る。いくつかの例では、予測処理ユニット１００は、ＣＵのビデオブロックの辺に直
角に接触しない境界に沿ってＣＵのＰＵの間でＣＵのビデオブロックを区分するように、
幾何学的な区分を実行し得る。
【００７４】
　[0081]インター予測ユニット１２１は、ＣＵの各ＰＵに対してインター予測を実行し得
る。インター予測は、時間圧縮を実現し得る。ＰＵに対してインター予測を実行するため
に、動き推定ユニット１２２は、ＰＵのための動き情報を生成し得る。動き補償ユニット
１２４は、ＰＵベースの動き情報およびＣＵに関連付けられたピクチャ以外のピクチャ（
たとえば、参照ピクチャ）の復号サンプルのための、予測ビデオブロックを生成し得る。
本開示では、動き補償ユニット１２４によって生成される予測ビデオブロックは、インタ
ー予測ビデオブロックと呼ばれることがある。
【００７５】
　[0082]スライスは、Ｉスライス、Ｐスライス、またはＢスライスであり得る。動き推定
ユニット１２２および動き補償ユニット１２４は、ＰＵがＩスライス中にあるのか、Ｐス
ライス中にあるのか、それともＢスライス中にあるのかに応じて、ＣＵのＰＵのための異
なる演算を実行し得る。Ｉスライス中では、すべてのＰＵがイントラ予測される。したが
って、ＰＵがＩスライス中にある場合、動き推定ユニット１２２および動き補償ユニット
１２４は、ＰＵに対してインター予測を実行しない。
【００７６】
　[0083]ＰＵがＰスライス中にある場合、ＰＵを含むピクチャは、「リスト０」と呼ばれ
る参照ピクチャのリストに関連付けられる。リスト０中の参照ピクチャの各々は、他のピ
クチャのインター予測のために使用され得るサンプルを含む。動き推定ユニット１２２が
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Ｐスライス中のＰＵに関して動き推定演算を実行するとき、動き推定ユニット１２２は、
ＰＵのための参照ブロックについて、リスト０中の参照ピクチャを探索し得る。ＰＵの参
照ブロックは、ＰＵのビデオブロック中のサンプルに最も密接に対応するサンプルのセッ
ト、たとえば、サンプルのブロックであり得る。動き推定ユニット１２２は、参照ピクチ
ャ中のサンプルのセットがどの程度密接にＰＵのビデオブロック中のサンプルに対応する
かを決定するために、様々なメトリックを使用し得る。たとえば、動き推定ユニット１２
２は、絶対差分の和（ＳＡＤ：sum of absolute difference）、２乗差分の和（ＳＳＤ：
sum of square difference）、または他の差分メトリックによって、参照ピクチャ中のサ
ンプルのセットがどの程度密接にＰＵのビデオブロック中のサンプルに対応するかを決定
し得る。
【００７７】
　[0084]Ｐスライス中のＰＵの参照ブロックを識別した後、動き推定ユニット１２２は、
参照ブロックを含んでいる、リスト０中の参照ピクチャを示す参照インデックスと、ＰＵ
と参照ブロックとの間の空間変位を示す動きベクトルとを生成し得る。様々な例において
、動き推定ユニット１２２は、動きベクトルを異なる精度に生成し得る。たとえば、動き
推定ユニット１２２は、１／４サンプル精度、１／８サンプル精度、または他の分数のサ
ンプル精度で動きベクトルを生成し得る。分数のサンプル精度の場合、参照ブロック値は
、参照ピクチャ中の整数位置のサンプル値から補間され得る。動き推定ユニット１２２は
、ＰＵの動き情報として、参照インデックスと動きベクトルとを出力し得る。動き補償ユ
ニット１２４は、ＰＵの動き情報によって識別された参照ブロックに基づいて、ＰＵの予
測ビデオブロックを生成し得る。
【００７８】
　[0085]ＰＵがＢスライス中にある場合、ＰＵを含むピクチャは、「リスト０」および「
リスト１」と呼ばれる参照ピクチャの２つのリストに関連付けられ得る。いくつかの例で
は、Ｂスライスを含むピクチャは、リスト０とリスト１の組合せである、リストの組合せ
と関連付けられ得る。
【００７９】
　[0086]さらに、ＰＵがＢスライス中にある場合、動き推定ユニット１２２は、ＰＵのた
めの単方向予測または双方向予測を実行し得る。動き推定ユニット１２２がＰＵのための
単方向予測を実行するとき、動き推定ユニット１２２は、ＰＵのための参照ブロックにつ
いて、リスト０またはリスト１の参照ピクチャを探索し得る。動き推定ユニット１２２は
、次いで、参照ブロックを含む、リスト０またはリスト１中の参照ピクチャを示す参照イ
ンデックスと、ＰＵと参照ブロックとの間の空間変位を示す動きベクトルとを生成し得る
。動き推定ユニット１２２は、ＰＵの動き情報として、参照インデックスと、予測方向イ
ンジケータと、動きベクトルとを出力し得る。予測方向インジケータは、参照インデック
スが、リスト０中の参照ピクチャを示すのか、それともリスト１中の参照ピクチャを示す
のかを示し得る。動き補償ユニット１２４は、ＰＵの動き情報によって示された参照ブロ
ックに基づいて、ＰＵの予測ビデオブロックを生成し得る。
【００８０】
　[0087]動き推定ユニット１２２がＰＵのための双方向予測を実行するとき、動き推定ユ
ニット１２２は、ＰＵのための参照ブロックについて、リスト０中の参照ピクチャを探索
し得、また、ＰＵのための別の参照ブロックについて、リスト１中の参照ピクチャを探索
し得る。動き推定ユニット１２２は、次いで、参照ブロックを含む、リスト０およびリス
ト１中の参照ピクチャを示す参照インデックスと、参照ブロックとＰＵとの間の空間変位
を示す動きベクトルとを生成し得る。動き推定ユニット１２２は、ＰＵの動き情報として
、ＰＵの参照インデックスと動きベクトルとを出力し得る。動き補償ユニット１２４は、
ＰＵの動き情報によって示された参照ブロックに基づいて、ＰＵの予測ビデオブロックを
生成し得る。
【００８１】
　[0088]いくつかの事例では、動き推定ユニット１２２は、ＰＵのための動き情報のフル
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セットをエントロピー符号化ユニット１１６に出力しない。そうではなく、動き推定ユニ
ット１２２は、別のＰＵの動き情報を参照して、ＰＵの動き情報をシグナリングし得る。
たとえば、動き推定ユニット１２２は、ＰＵの動き情報が、隣接ＰＵの動き情報と十分に
類似していると決定し得る。この例では、動き推定ユニット１２２は、ＰＵに関連付けら
れたシンタックス構造において、ＰＵが隣接ＰＵと同じ動き情報を有することをビデオ復
号器３０に示す値を示し得る。別の例では、動き推定ユニット１２２は、ＰＵに関連付け
られたシンタックス構造において、隣接ＰＵと動きベクトル差分（ＭＶＤ）とを識別し得
る。動きベクトル差分は、ＰＵの動きベクトルと、示される隣接ＰＵの動きベクトルとの
差分を示す。ビデオ復号器３０は、ＰＵの動きベクトルを決定するために、示された隣接
ＰＵの動きベクトルと、動きベクトル差分とを使用し得る。第２のＰＵの動き情報をシグ
ナリングするときに第１のＰＵの動き情報を参照することによって、ビデオ符号化器２０
は、より少数のビットを使用して、第２のＰＵの動き情報をシグナリングすることが可能
であり得る。
【００８２】
　[0089]図４に関して以下でさらに説明するように、予測処理ユニット１００は、図４に
示される方法を実行することによってＰＵ（または他の参照レイヤブロックおよび／また
はエンハンスメントレイヤブロックまたはビデオユニット）をコーディング（たとえば、
符号化または復号）するように構成され得る。たとえば、（たとえば、動き推定ユニット
１２２および／または動き補償ユニット１２４を介した）インター予測ユニット１２１、
イントラ予測ユニット１２６、またはレイヤ間予測ユニット１２８は、一緒にまたは別々
に、図４に示される方法を実行するように構成され得る。
【００８３】
　[0090]ＣＵに対して符号化演算を実行することの一部として、イントラ予測ユニット１
２６は、ＣＵのＰＵに対してイントラ予測を実行し得る。イントラ予測は、空間圧縮を実
現し得る。イントラ予測ユニット１２６がＰＵに対してイントラ予測を実行するとき、イ
ントラ予測ユニット１２６は、同じピクチャ中の他のＰＵの復号サンプルに基づいて、Ｐ
Ｕのための予測データを生成し得る。ＰＵのための予測データは、予測ビデオブロックと
様々なシンタックス要素とを含み得る。イントラ予測ユニット１２６は、Ｉスライス、Ｐ
スライス、およびＢスライス中のＰＵに対してイントラ予測を実行し得る。
【００８４】
　[0091]ＰＵに対してイントラ予測を実行するために、イントラ予測ユニット１２６は、
ＰＵのための予測データの複数のセットを生成するために、複数のイントラ予測モードを
使用し得る。イントラ予測ユニット１２６がＰＵのための予測データのセットを生成する
ためにイントラ予測モードを使用するとき、イントラ予測ユニット１２６は、イントラ予
測モードと関連する方向および／または勾配で、隣接ＰＵのビデオブロックからＰＵのビ
デオブロックにわたってサンプルを延ばし得る。ＰＵ、ＣＵ、およびツリーブロックにつ
いて左から右、上から下の符号化順序を仮定すると、隣接ＰＵは、ＰＵの上、右上、左上
、または左にあり得る。イントラ予測ユニット１２６は、ＰＵのサイズに応じて、様々な
数のイントラ予測モード、たとえば、３３個の方向性イントラ予測モードを使用し得る。
【００８５】
　[0092]予測処理ユニット１００は、動き補償ユニット１２４によってＰＵのために生成
された予測データ、またはイントラ予測ユニット１２６によってＰＵのために生成された
予測データの中から、ＰＵのための予測データを選択し得る。いくつかの例では、予測処
理ユニット１００は、予測データのセットのレート／ひずみメトリックに基づいて、ＰＵ
のための予測データを選択する。
【００８６】
　[0093]予測処理ユニット１００がイントラ予測ユニット１２６によって生成された予測
データを選択する場合、予測処理ユニット１００は、ＰＵのための予測データを生成する
ために使用されたイントラ予測モード、たとえば、選択されたイントラ予測モードをシグ
ナリングし得る。予測処理ユニット１００は、選択されたイントラ予測モードを様々な方
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法でシグナリングし得る。たとえば、選択されたイントラ予測モードは、隣接ＰＵのイン
トラ予測モードと同じであることが起こり得る。言い換えれば、隣接ＰＵのイントラ予測
モードは、現在ＰＵに対して最確モードであり得る。したがって、予測処理ユニット１０
０は、選択されたイントラ予測モードが隣接ＰＵのイントラ予測モードと同じであること
を示すためのシンタックス要素を生成し得る。
【００８７】
　[0094]上記で説明したように、ビデオ符号化器２０は、レイヤ間予測ユニット１２８を
含み得る。レイヤ間予測ユニット１２８は、ＳＶＣにおいて利用可能である１つまたは複
数の異なるレイヤ（たとえば、ベースレイヤまたは参照レイヤ）を使用して、現在ブロッ
ク（たとえば、ＥＬ中の現在ブロック）を予測するように構成される。そのような予測は
、レイヤ間予測と呼ばれることがある。レイヤ間予測ユニット１２８は、レイヤ間冗長性
を低減するための予測方法を利用し、それによって、コーディング効率を改善し、計算リ
ソース要件を低減する。レイヤ間予測のいくつかの例は、レイヤ間イントラ予測と、レイ
ヤ間動き予測と、レイヤ間残差予測とを含む。レイヤ間イントラ予測は、エンハンスメン
トレイヤ中の現在ブロックを予測するために、ベースレイヤの中でコロケートされている
ブロックの再構成を使用する。レイヤ間動き予測は、エンハンスメントレイヤ中の動作を
予測するために、ベースレイヤの動き情報を使用する。レイヤ間残差予測は、エンハンス
メントレイヤの残差を予測するために、ベースレイヤの残差を使用する。レイヤ間予測ス
キームの各々について、以下でより詳細に説明する。
【００８８】
　[0095]予測処理ユニット１００がＣＵのＰＵのための予測データを選択した後、残差生
成ユニット１０２は、ＣＵのビデオブロックからＣＵのＰＵの予測ビデオブロックを差し
引くこと（たとえば、マイナス符号によって示される）によって、ＣＵの残差データを生
成し得る。ＣＵの残差データは、ＣＵのビデオブロック中のサンプルの異なるサンプル成
分に対応する２Ｄ残差ビデオブロックを含み得る。たとえば、残差データは、ＣＵのＰＵ
の予測ビデオブロック中のサンプルのルミナンス成分と、ＣＵの元のビデオブロック中の
サンプルのルミナンス成分との間の差分に対応する、残差ビデオブロックを含み得る。さ
らに、ＣＵの残差データは、ＣＵのＰＵの予測ビデオブロック中のサンプルのクロミナン
ス成分と、ＣＵの元のビデオブロック中のサンプルのクロミナンス成分との間の差分に対
応する、残差ビデオブロックを含み得る。
【００８９】
　[0096]予測処理ユニット１００は、ＣＵの残差ビデオブロックをサブブロックに区分す
るために、４分木区分を実行し得る。分割されていない各残差ビデオブロックは、ＣＵの
異なるＴＵに関連付けられ得る。ＣＵのＴＵに関連付けられる残差ビデオブロックのサイ
ズおよび位置は、ＣＵのＰＵに関連付けられたビデオブロックのサイズおよび位置に基づ
いてもよく、または基づかなくてもよい。「残差４分木」（ＲＱＴ）と呼ばれる４分木構
造は、残差ビデオブロックの各々に関連付けられたノードを含み得る。ＣＵのＴＵは、Ｒ
ＱＴのリーフノードに対応し得る。
【００９０】
　[0097]変換処理ユニット１０４は、ＴＵに関連付けられた残差ビデオブロックに１つま
たは複数の変換を適用することによって、ＣＵの各ＴＵのための１つまたは複数の変換係
数ブロックを生成し得る。変換係数ブロックの各々は、変換係数の２Ｄ行列であり得る。
変換処理ユニット１０４は、ＴＵに関連付けられた残差ビデオブロックに様々な変換を適
用し得る。たとえば、変換処理ユニット１０４は、離散コサイン変換（ＤＣＴ）、方向変
換、または概念的に類似の変換を、ＴＵに関連付けられた残差ビデオブロックに適用し得
る。
【００９１】
　[0098]変換処理ユニット１０４が、ＴＵに関連付けられた変換係数ブロックを生成した
後、量子化ユニット１０６は、変換係数ブロック中の変換係数を量子化し得る。量子化ユ
ニット１０６は、ＣＵに関連付けられたＱＰ値に基づいて、ＣＵのＴＵに関連付けられた
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変換係数ブロックを量子化し得る。
【００９２】
　[0099]ビデオ符号化器２０は、様々な方法でＱＰ値をＣＵに関連付け得る。たとえば、
ビデオ符号化器２０は、ＣＵに関連付けられたツリーブロックに対して、レートひずみ分
析を実行し得る。レートひずみ分析では、ビデオ符号化器２０は、ツリーブロックに対し
て符号化演算を複数回実行することによって、ツリーブロックの複数のコーディングされ
た表現を生成し得る。ビデオ符号化器２０が、ツリーブロックの異なる符号化表現を生成
するとき、ビデオ符号化器２０は、異なるＱＰ値をＣＵに関連付け得る。最小のビットレ
ートおよびひずみメトリックを有するツリーブロックのコーディングされた表現で所与の
ＱＰ値がＣＵに関連付けられるとき、ビデオ符号化器２０は、所与のＱＰ値がＣＵに関連
付けられることをシグナリングし得る。
【００９３】
　[00100]逆量子化ユニット１０８および逆変換ユニット１１０は、変換係数ブロックか
ら残差ビデオブロックを再構成するために、それぞれ、逆量子化と逆変換とを変換係数ブ
ロックに適用し得る。再構成ユニット１１２は、ＴＵに関連付けられた再構成されたビデ
オブロックを生成するために、再構成された残差ビデオブロックを、予測処理ユニット１
００によって生成された１つまたは複数の予測ビデオブロックからの対応するサンプルに
追加し得る。このようにＣＵの各ＴＵについてビデオブロックを再構成することによって
、ビデオ符号化器２０は、ＣＵのビデオブロックを再構成し得る。
【００９４】
　[00101]再構成ユニット１１２がＣＵのビデオブロックを再構成した後、フィルタユニ
ット１１３は、ＣＵに関連付けられたビデオブロックにおけるブロッキングアーティファ
クトを低減するために、デブロッキング演算を実行し得る。１つまたは複数のデブロッキ
ング演算を実行した後、フィルタユニット１１３は、ＣＵの再構成されたビデオブロック
を復号ピクチャバッファ１１４に記憶し得る。動き推定ユニット１２２および動き補償ユ
ニット１２４は、後続のピクチャのＰＵに対してインター予測を実行するために、再構成
されたビデオブロックを含む参照ピクチャを使用し得る。さらに、イントラ予測ユニット
１２６は、ＣＵと同じピクチャ中の他のＰＵに対してイントラ予測を実行するために、復
号ピクチャバッファ１１４の中の再構成されたビデオブロックを使用し得る。
【００９５】
　[00102]エントロピー符号化ユニット１１６は、ビデオ符号化器２０の他の機能構成要
素からデータを受信し得る。たとえば、エントロピー符号化ユニット１１６は、量子化ユ
ニット１０６から変換係数ブロックを受信し得、予測処理ユニット１００からシンタック
ス要素を受信し得る。エントロピー符号化ユニット１１６がデータを受信すると、エント
ロピー符号化ユニット１１６は、エントロピー符号化データを生成するために、１つまた
は複数のエントロピー符号化演算を実行し得る。たとえば、ビデオ符号化器２０は、コン
テキスト適応型可変長コーディング（ＣＡＶＬＣ）演算、ＣＡＢＡＣ演算、変数間（Ｖ２
Ｖ：variable-to-variable）レングスコーディング演算、シンタックスベースコンテキス
ト適応型バイナリ算術コーディング（ＳＢＡＣ：syntax-based context-adaptive binary
 arithmetic coding）演算、確率間隔区分エントロピー（ＰＩＰＥ）コーディング演算、
または別のタイプのエントロピー符号化演算をデータに対して実行し得る。エントロピー
符号化ユニット１１６は、エントロピー符号化データを含むビットストリームを出力し得
る。
【００９６】
　[00103]データに対してエントロピー符号化演算を実行することの一部として、エント
ロピー符号化ユニット１１６は、コンテキストモデルを選択し得る。エントロピー符号化
ユニット１１６がＣＡＢＡＣ演算を実行している場合、コンテキストモデルは、特定の値
を有する特定のビンの確率の推定値を示し得る。ＣＡＢＡＣのコンテキストでは、「ビン
」という用語は、シンタックス要素の２値化されたバージョンのビットを指すために使用
される。　
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マルチレイヤビデオ符号化器
【００９７】
　[00104]図２Ｂは、本開示で説明する態様による技法を実装し得るマルチレイヤビデオ
符号化器２３の一例を示すブロック図である。ビデオ符号化器２３は、ＳＨＶＣおよびマ
ルチビューコーディングの場合など、マルチレイヤビデオフレームを処理するように構成
され得る。さらに、ビデオ符号化器２３は、本開示の技法のいずれかまたはすべてを実行
するように構成され得る。
【００９８】
　[00105]ビデオ符号化器２３はビデオ符号化器２０Ａとビデオ符号化器２０Ｂとを含み
、それらの各々はビデオ符号化器２０として構成され得、ビデオ符号化器２０に関して上
記で説明した機能を実行し得る。さらに、参照番号の再利用によって示されるように、ビ
デオ符号化器２０Ａおよび２０Ｂは、ビデオ符号化器２０としてのシステムおよびサブシ
ステムのうちの少なくともいくつかを含み得る。ビデオ符号化器２３は、２つのビデオ符
号化器２０Ａおよび２０Ｂを含むように示されるが、ビデオ符号化器２３は、そのように
限定されず、任意の数のビデオ符号化器２０のレイヤを含み得る。いくつかの実施形態で
は、ビデオ符号化器２３は、アクセスユニット中の各ピクチャまたは各フレームに対して
ビデオ符号化器２０を含み得る。たとえば、５つのピクチャを含むアクセスユニットは、
５つの符号化器レイヤを含むビデオ符号化器によって処理または符号化され得る。いくつ
かの実施形態では、ビデオ符号化器２３は、アクセスユニット中のフレームよりも多くの
符号化器レイヤを含み得る。いくつかのそのような場合では、ビデオ符号化器のレイヤの
うちのいくつかは、いくつかのアクセスユニットを処理するときに非アクティブであり得
る。
【００９９】
　[00106]ビデオ符号化器２０Ａおよび２０Ｂに加えて、ビデオ符号化器２３は、リサン
プリングユニット９０を含み得る。リサンプリングユニット９０は、場合によっては、た
とえば、エンハンスメントレイヤを作成するために、受信されたビデオフレームのベース
レイヤをアップサンプリングし得る。リサンプリングユニット９０は、フレームの受信さ
れたベースレイヤに関連付けられた特定の情報をアップサンプリングし得るが、他の情報
をアップサンプリングしないことがある。たとえば、リサンプリングユニット９０は、ベ
ースレイヤの空間サイズまたはピクセルの数をアップサンプリングし得るが、スライスの
数またはピクチャ順序カウントは一定のままであり得る。場合によっては、リサンプリン
グユニット９０は、受信されたビデオを処理しないことがあり、および／またはオプショ
ンであり得る。たとえば、場合によっては、予測処理ユニット１００は、アップサンプリ
ングを実行し得る。いくつかの実施形態では、リサンプリングユニット９０は、レイヤを
アップサンプリングし、スライス境界ルールおよび／またはラスタスキャンルールのセッ
トに準拠するように、１つまたは複数のスライスを再編成、再定義、修正、または調整す
るように構成される。アクセスユニット中のベースレイヤまたは下位レイヤをアップサン
プリングするものとして主に説明したが、場合によっては、リサンプリングユニット９０
は、レイヤをダウンサンプリングし得る。たとえば、ビデオのストリーミング中に帯域幅
が低減した場合、フレームは、アップサンプリングされるのではなく、ダウンサンプリン
グされ得る。
【０１００】
　[00107]リサンプリングユニット９０は、下位レイヤ符号化器（たとえば、ビデオ符号
化器２０Ａ）の復号ピクチャバッファ１１４からピクチャまたはフレーム（またはピクチ
ャに関連付けられたピクチャ情報）を受信し、ピクチャ（または受信されたピクチャ情報
）をアップサンプリングするように構成され得る。このアップサンプリングされたピクチ
ャは、次いで、下位レイヤ符号化器と同じアクセスユニット中のピクチャを符号化するよ
うに構成された、上位レイヤ符号化器（たとえば、ビデオ符号化器２０Ｂ）の予測処理ユ
ニット１００に供給され得る。場合によっては、上位レイヤ符号化器は、下位レイヤ符号
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化器から除去された１つのレイヤである。他の場合には、図２Ｂのレイヤ０ビデオ符号化
器とレイヤ１符号化器との間に、１つまたは複数の上位レイヤ符号化器があり得る。
【０１０１】
　[00108]場合によっては、リサンプリングユニット９０は、省略またはバイパスされ得
る。そのような場合、ビデオ符号化器２０Ａの復号ピクチャバッファ１１４からのピクチ
ャは、直接、または少なくともリサンプリングユニット９０に供給されずに、ビデオ符号
化器２０Ｂの予測処理ユニット１００に供給され得る。たとえば、ビデオ符号化器２０Ｂ
に供給されたビデオデータ、およびビデオ符号化器２０Ａの復号ピクチャバッファ１１４
からの参照ピクチャが、同じサイズまたは解像度である場合、参照ピクチャは、いかなる
リサンプリングも伴わずにビデオ符号化器２０Ｂに供給され得る。
【０１０２】
　[00109]いくつかの実施形態では、ビデオ符号化器２３は、ビデオ符号化器２０Ａにビ
デオデータを供給する前に、ダウンサンプリングユニット９４を使用して下位レイヤ符号
化器に供給されるべきビデオデータをダウンサンプリングする。代替的に、ダウンサンプ
リングユニット９４は、ビデオデータをアップサンプリングまたはダウンサンプリングす
ることが可能なリサンプリングユニット９０であり得る。また他の実施形態では、ダウン
サンプリングユニット９４は省略され得る。
【０１０３】
　[00110]図２Ｂに示すように、ビデオ符号化器２３は、マルチプレクサ９８、すなわち
ｍｕｘをさらに含み得る。ｍｕｘ９８は、ビデオ符号化器２３から合成ビットストリーム
を出力することができる。合成ビットストリームは、ビデオ符号化器２０Ａおよび２０Ｂ
の各々からビットストリームを取ることと、所与の時間において出力されるビットストリ
ームを交替することとによって、作成され得る。場合によっては、２つの（または、３つ
以上のビデオ符号化器レイヤの場合には、より多くの）ビットストリームからのビットが
一度に１ビットずつ交替され得るが、多くの場合、ビットストリームは別様に合成される
。たとえば、出力ビットストリームは、選択されたビットストリームを一度に１ブロック
ずつ交替することによって作成され得る。別の例では、出力ビットストリームは、ビデオ
符号化器２０Ａおよび２０Ｂの各々から非１：１比のブロックを出力することによって作
成され得る。たとえば、２つのブロックは、ビデオ符号化器２０Ａから出力された各ブロ
ックについてビデオ符号化器２０Ｂから出力され得る。いくつかの実施形態では、ｍｕｘ
９８からの出力ストリームはプリプログラムされ得る。他の実施形態では、ｍｕｘ９８は
、ソースモジュール１２を含むソースデバイス上のプロセッサからなど、ビデオ符号化器
２３の外部のシステムから受信された制御信号に基づいて、ビデオ符号化器２０Ａ、２０
Ｂからのビットストリームを合成し得る。制御信号は、ビデオソース１８からのビデオの
解像度またはビットレートに基づいて、リンク１６の帯域幅に基づいて、ユーザに関連す
るサブスクリプション（たとえば、有料サブスクリプション対無料サブスクリプション）
に基づいて、またはビデオ符号化器２３から望まれる解像度出力を決定するための他のフ
ァクタに基づいて生成され得る。　

ビデオ復号器
【０１０４】
　[00111]図３Ａは、本開示で説明する態様による技法を実装し得るビデオ復号器の一例
を示すブロック図である。ビデオ復号器３０は、ＨＥＶＣの場合など、ビデオフレームの
単一のレイヤを処理するように構成され得る。さらに、ビデオ復号器３０は、本開示の技
法のいずれかまたはすべてを実行するように構成され得る。一例として、動き補償ユニッ
ト１６２および／またはイントラ予測ユニット１６４は、本開示で説明する技法のうちの
いずれかまたはすべてを実行するように構成され得る。一実施形態では、ビデオ復号器３
０は、本開示で説明する技法のいずれかまたはすべてを実行するように構成されたレイヤ
間予測ユニット１６６をオプションとして含み得る。他の実施形態では、レイヤ間予測は
、予測処理ユニット１５２（たとえば、動き補償ユニット１６２および／またはイントラ
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予測ユニット１６４）によって実行され得、その場合、レイヤ間予測ユニット１６６は省
略され得る。しかしながら、本開示の態様はそのように限定されない。いくつかの例では
、本開示で説明する技法は、ビデオ復号器３０の様々な構成要素の間で共有され得る。い
くつかの例では、追加または代替として、プロセッサ（図示せず）が、本開示で説明する
技法のいずれかまたはすべてを実行するように構成され得る。
【０１０５】
　[00112]説明の目的で、本開示は、ＨＥＶＣコーディングのコンテキストにおいてビデ
オ復号器３０を説明する。しかしながら、本開示の技法は他のコーディング規格または方
法に適用可能であり得る。図３Ａに示す例は、シングルレイヤコーデックのためのもので
ある。しかしながら、図３Ｂに関してさらに説明するように、ビデオ復号器３０の一部ま
たは全部は、マルチレイヤコーデックの処理のために複製され得る。
【０１０６】
　[00113]図３Ａの例では、ビデオ復号器３０は複数の機能構成要素を含む。ビデオ復号
器３０の機能構成要素は、エントロピー復号ユニット１５０と、予測処理ユニット１５２
と、逆量子化ユニット１５４と、逆変換ユニット１５６と、再構成ユニット１５８と、フ
ィルタユニット１５９と、復号ピクチャバッファ１６０とを含む。予測処理ユニット１５
２は、動き補償ユニット１６２と、イントラ予測ユニット１６４と、レイヤ間予測ユニッ
ト１６６とを含む。いくつかの例では、ビデオ復号器３０は、図２Ａのビデオ符号化器２
０に関して説明された符号化経路とは全般に逆の復号経路を実行し得る。他の例では、ビ
デオ復号器３０は、より多いか、より少ないか、または異なる機能構成要素を含み得る。
【０１０７】
　[00114]ビデオ復号器３０は、符号化ビデオデータを備えるビットストリームを受信し
得る。ビットストリームは、複数のシンタックス要素を含み得る。ビデオ復号器３０がビ
ットストリームを受信すると、エントロピー復号ユニット１５０は、ビットストリームに
対して構文解析動作を実行し得る。ビットストリームに対して構文解析動作を実行した結
果として、エントロピー復号ユニット１５０は、ビットストリームからシンタックス要素
を抽出し得る。構文解析動作を実行することの一部として、エントロピー復号ユニット１
５０は、ビットストリーム中のエントロピー符号化シンタックス要素をエントロピー復号
し得る。予測処理ユニット１５２、逆量子化ユニット１５４、逆変換ユニット１５６、再
構成ユニット１５８、およびフィルタユニット１５９は、ビットストリームから抽出され
たシンタックス要素に基づいて、復号ビデオデータを生成する再構成演算を実行し得る。
【０１０８】
　[00115]上記で説明したように、ビットストリームは、一連のＮＡＬユニットを備え得
る。ビットストリームのＮＡＬユニットは、ビデオパラメータセットＮＡＬユニット、シ
ーケンスパラメータセットＮＡＬユニット、ピクチャパラメータセットＮＡＬユニット、
ＳＥＩ　ＮＡＬユニットなどを含み得る。ビットストリームに対して構文解析動作（pars
ing operation）を実行することの一部として、エントロピー復号ユニット１５０は、シ
ーケンスパラメータセットＮＡＬユニットからのシーケンスパラメータセット、ピクチャ
パラメータセットＮＡＬユニットからのピクチャパラメータセット、ＳＥＩ　ＮＡＬユニ
ットからのＳＥＩデータなどを抽出しエントロピー復号する、構文解析動作を実行し得る
。
【０１０９】
　[00116]さらに、ビットストリームのＮＡＬユニットは、コード化スライスＮＡＬユニ
ットを含み得る。ビットストリームに対して構文解析動作を実行することの一部として、
エントロピー復号ユニット１５０は、コード化スライスＮＡＬユニットからコード化スラ
イスを抽出しエントロピー復号する、構文解析動作を実行し得る。コード化スライスの各
々は、スライスヘッダとスライスデータとを含み得る。スライスヘッダは、スライスに関
するシンタックス要素を含み得る。スライスヘッダ中のシンタックス要素は、スライスを
含むピクチャに関連付けられたピクチャパラメータセットを識別するシンタックス要素を
含み得る。エントロピー復号ユニット１５０は、スライスヘッダを復元するために、コー
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ド化スライスヘッダ中のシンタックス要素に対してＣＡＢＡＣ復号演算などのエントロピ
ー復号演算を実行し得る。
【０１１０】
　[00117]コード化スライスＮＡＬユニットからスライスデータを抽出することの一部と
して、エントロピー復号ユニット１５０は、スライスデータ中のコーディングされたＣＵ
からシンタックス要素を抽出する構文解析動作を実行し得る。抽出されたシンタックス要
素は、変換係数ブロックに関連付けられたシンタックス要素を含み得る。エントロピー復
号ユニット１５０は、次いで、シンタックス要素のうちのいくつかに対してＣＡＢＡＣ復
号演算を実行し得る。
【０１１１】
　[00118]エントロピー復号ユニット１５０が、区分されていないＣＵに対して構文解析
動作を実行した後、ビデオ復号器３０は、区分されていないＣＵに対して再構成演算を実
行し得る。区分されていないＣＵに対して再構成演算を実行するために、ビデオ復号器３
０は、ＣＵの各ＴＵに対して再構成演算を実行し得る。ＣＵの各ＴＵについて再構成演算
を実行することによって、ビデオ復号器３０は、ＣＵに関連付けられた残差ビデオブロッ
クを再構成し得る。
【０１１２】
　[00119]ＴＵに対して再構成演算を実行することの一部として、逆量子化ユニット１５
４は、ＴＵに関連付けられた変換係数ブロックを逆量子化（inverse quantize）、たとえ
ば、逆量子化（de-quantize）し得る。逆量子化ユニット１５４は、ＨＥＶＣのために提
案された、またはＨ．２６４復号規格によって定義された逆量子化処理と同様の方法で、
変換係数ブロックを逆量子化し得る。逆量子化ユニット１５４は、量子化の程度を決定し
、同様に、逆量子化ユニット１５４が適用すべき逆量子化の程度を決定するために、変換
係数ブロックのＣＵに関してビデオ符号化器２０によって計算される量子化パラメータＱ
Ｐを使用し得る。
【０１１３】
　[00120]逆量子化ユニット１５４が変換係数ブロックを逆量子化した後、逆変換ユニッ
ト１５６は、変換係数ブロックに関連付けられたＴＵのための残差ビデオブロックを生成
し得る。逆変換ユニット１５６は、ＴＵのための残差ビデオブロックを生成するために、
変換係数ブロックに逆変換を適用し得る。たとえば、逆変換ユニット１５６は、変換係数
ブロックに、逆ＤＣＴ、逆整数変換、逆カルーネンレーベ変換（ＫＬＴ：Karhunen-Loeve
 transform）、逆回転変換、逆方向変換、または別の逆変換を適用し得る。いくつかの例
では、逆変換ユニット１５６は、ビデオ符号化器２０からのシグナリングに基づいて、変
換係数ブロックに適用すべき逆変換を決定し得る。そのような例では、逆変換ユニット１
５６は、変換係数ブロックに関連付けられたツリーブロックの４分木のルートノードにお
いてシグナリングされた変換に基づいて、逆変換を決定し得る。他の例では、逆変換ユニ
ット１５６は、ブロックサイズ、コーディングモードなど、１つまたは複数のコーディン
グ特性から逆変換を推定し得る。いくつかの例では、逆変換ユニット１５６はカスケード
逆変換を適用し得る。
【０１１４】
　[00121]いくつかの例では、動き補償ユニット１６２は、補間フィルタに基づく補間を
実行することによって、ＰＵの予測ビデオブロックを改良し得る。サブサンプル精度を有
する動き補償のために使用されるべき補間フィルタ用の識別子は、シンタックス要素に含
まれ得る。動き補償ユニット１６２は、参照ブロックのサブ整数サンプルについての補間
値を計算するために、ＰＵの予測ビデオブロックの生成中にビデオ符号化器２０によって
使用された同じ補間フィルタを使用し得る。動き補償ユニット１６２は、受信されたシン
タックス情報に従って、ビデオ符号化器２０によって使用された補間フィルタを決定し得
、予測ビデオブロックを生成するためにその補間フィルタを使用し得る。
【０１１５】
　[00122]図４に関して以下でさらに説明するように、予測処理ユニット１５２は、図４
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に示される方法を実行することによってＰＵ（または他の参照レイヤブロックおよび／ま
たはエンハンスメントレイヤブロックまたはビデオユニット）をコーディング（たとえば
、符号化または復号）し得る。たとえば、動き補償ユニット１６２、イントラ予測ユニッ
ト１６４、またはレイヤ間予測ユニット１６６は、一緒にまたは別々に、図４に示される
方法を実行するように構成され得る。
【０１１６】
　[00123]ＰＵが、イントラ予測を使用して符号化される場合、イントラ予測ユニット１
６４は、ＰＵのための予測ビデオブロックを生成するためにイントラ予測を実行し得る。
たとえば、イントラ予測ユニット１６４は、ビットストリーム中のシンタックス要素に基
づいて、ＰＵのためのイントラ予測モードを決定し得る。ビットストリームは、ＰＵのイ
ントラ予測モードを決定するためにイントラ予測ユニット１６４が使用し得るシンタック
ス要素を含み得る。
【０１１７】
　[00124]いくつかの事例では、イントラ予測ユニット１６４が現在ＰＵのイントラ予測
モードを決定するために別のＰＵのイントラ予測モードを使用するべきであることを、シ
ンタックス要素が示し得る。たとえば、現在ＰＵのイントラ予測モードが隣接ＰＵのイン
トラ予測モードと同じであることが起こり得る。言い換えれば、隣接ＰＵのイントラ予測
モードは、現在ＰＵに対して最確モードであり得る。したがって、この例では、ビットス
トリームは、ＰＵのイントラ予測モードが隣接ＰＵのイントラ予測モードと同じであるこ
とを示す、小さいシンタックス要素を含み得る。イントラ予測ユニット１６４は、次いで
、空間的に隣接するＰＵのビデオブロックに基づいてＰＵのための予測データ（たとえば
、予測サンプル）を生成するために、イントラ予測モードを使用し得る。
【０１１８】
　[00125]上記で説明したように、ビデオ復号器３０もレイヤ間予測ユニット１６６を含
み得る。レイヤ間予測ユニット１６６は、ＳＶＣにおいて利用可能である１つまたは複数
の異なるレイヤ（たとえば、ベースレイヤまたは参照レイヤ）を使用して、現在ブロック
（たとえば、ＥＬ中の現在ブロック）を予測するように構成される。そのような予測は、
レイヤ間予測と呼ばれることがある。レイヤ間予測ユニット１６６は、レイヤ間冗長性を
低減するための予測方法を利用し、それによって、コーディング効率を改善し、計算リソ
ース要件を低減する。レイヤ間予測のいくつかの例は、レイヤ間イントラ予測と、レイヤ
間動き予測と、レイヤ間残差予測とを含む。レイヤ間イントラ予測は、エンハンスメント
レイヤ中の現在ブロックを予測するために、ベースレイヤの中でコロケートされているブ
ロックの再構成を使用する。レイヤ間動き予測は、エンハンスメントレイヤ中の動作を予
測するために、ベースレイヤの動き情報を使用する。レイヤ間残差予測は、エンハンスメ
ントレイヤの残差を予測するために、ベースレイヤの残差を使用する。レイヤ間予測スキ
ームの各々について、以下でより詳細に説明する。
【０１１９】
　[00126]再構成ユニット１５８は、ＣＵのビデオブロックを再構成するために、ＣＵの
ＴＵに関連付けられた残差ビデオブロックおよびＣＵのＰＵの予測ビデオブロック、たと
えば、適用可能なとき、イントラ予測データまたはインター予測データのいずれかを使用
し得る。したがって、ビデオ復号器３０は、ビットストリーム中のシンタックス要素に基
づいて予測ビデオブロックと残差ビデオブロックとを生成し得、予測ビデオブロックと残
差ビデオブロックとに基づいてビデオブロックを生成し得る。
【０１２０】
　[00127]再構成ユニット１５８がＣＵのビデオブロックを再構成した後、フィルタユニ
ット１５９は、ＣＵに関連したブロッキングアーティファクトを低減するためにデブロッ
キング演算を実行し得る。フィルタユニット１５９が、ＣＵに関連したブロッキングアー
ティファクトを低減するためにデブロッキング演算を実行した後、ビデオ復号器３０は、
ＣＵのビデオブロックを復号ピクチャバッファ１６０に記憶し得る。復号ピクチャバッフ
ァ１６０は、次の動き補償、イントラ予測、および図１Ａまたは図１Ｂのディスプレイデ
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バイス３２などのディスプレイデバイス上での提示のために、参照ピクチャを提供し得る
。たとえば、ビデオ復号器３０は、復号ピクチャバッファ１６０の中のビデオブロックに
基づいて、他のＣＵのＰＵに対して、イントラ予測演算またはインター予測演算を実行し
得る。　

マルチレイヤ復号器
【０１２１】
　[00128]図３Ｂは、本開示で説明する態様による技法を実装し得るマルチレイヤビデオ
復号器３３の一例を示すブロック図である。ビデオ復号器３３は、ＳＨＶＣおよびマルチ
ビューコーディングの場合など、マルチレイヤビデオフレームを処理するように構成され
得る。さらに、ビデオ復号器３３は、本開示の技法のいずれかまたはすべてを実行するよ
うに構成され得る。
【０１２２】
　[00129]ビデオ復号器３３は、ビデオ復号器３０Ａとビデオ復号器３０Ｂとを含み、そ
れらの各々はビデオ復号器３０として構成され得、ビデオ復号器３０に関して上記で説明
した機能を実行し得る。さらに、参照番号の再利用によって示されるように、ビデオ復号
器３０Ａおよび３０Ｂは、ビデオ復号器３０としてのシステムおよびサブシステムのうち
の少なくともいくつかを含み得る。ビデオ復号器３３は、２つのビデオ復号器３０Ａおよ
び３０Ｂを含むように示されるが、ビデオ復号器３３は、そのように限定されず、任意の
数のビデオ復号器３０のレイヤを含み得る。いくつかの実施形態では、ビデオ復号器３３
はアクセスユニット中の各ピクチャまたは各フレームに対してビデオ復号器３０を含み得
る。たとえば、５つのピクチャを含むアクセスユニットは、５つの復号器レイヤを含むビ
デオ復号器によって処理または復号され得る。いくつかの実施形態では、ビデオ復号器３
３は、アクセスユニット中のフレームよりも多くの復号器レイヤを含み得る。いくつかの
そのような場合では、ビデオ復号器のレイヤのうちのいくつかは、いくつかのアクセスユ
ニットを処理するときに非アクティブであり得る。
【０１２３】
　[00130]ビデオ復号器３０Ａおよび３０Ｂに加えて、ビデオ復号器３３は、アップサン
プリングユニット９２を含み得る。いくつかの実施形態では、アップサンプリングユニッ
ト９２は、フレームまたはアクセスユニットのための参照ピクチャリストに追加されるべ
きエンハンストレイヤを作成するために、受信されたビデオフレームのベースレイヤをア
ップサンプリングし得る。このエンハンストレイヤは、復号ピクチャバッファ１６０に記
憶され得る。いくつかの実施形態では、アップサンプリングユニット９２は、図２Ａのリ
サンプリングユニット９０に関して説明した実施形態の一部または全部を含むことができ
る。いくつかの実施形態では、アップサンプリングユニット９２は、レイヤをアップサン
プリングし、スライス境界ルールおよび／またはラスタスキャンルールのセットに準拠す
るように、１つまたは複数のスライスを再編成、再定義、修正、または調整するように構
成される。場合によっては、アップサンプリングユニット９２は、受信されたビデオフレ
ームのレイヤをアップサンプリングおよび／またはダウンサンプリングするように構成さ
れたリサンプリングユニットであり得る。
【０１２４】
　[00131]アップサンプリングユニット９２は、下位レイヤ復号器（たとえば、ビデオ復
号器３０Ａ）の復号ピクチャバッファ１６０からピクチャまたはフレーム（またはピクチ
ャに関連付けられたピクチャ情報）を受信し、ピクチャ（または受信されたピクチャ情報
）をアップサンプリングするように構成され得る。このアップサンプリングされたピクチ
ャは、次いで、下位レイヤ復号器と同じアクセスユニット中のピクチャを復号するように
構成された、上位レイヤ復号器（たとえば、ビデオ復号器３０Ｂ）の予測処理ユニット１
５２に供給され得る。場合によっては、上位レイヤ復号器は、下位レイヤ復号器から除去
された１つのレイヤである。他の場合には、図３Ｂのレイヤ０復号器とレイヤ１復号器と
の間に、１つまたは複数の上位レイヤ復号器があり得る。
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【０１２５】
　[00132]場合によっては、アップサンプリングユニット９２は、省略またはバイパスさ
れ得る。そのような場合、ビデオ復号器３０Ａの復号ピクチャバッファ１６０からのピク
チャは、直接、または少なくともアップサンプリングユニット９２に供給されずに、ビデ
オ復号器３０Ｂの予測処理ユニット１５２に供給され得る。たとえば、ビデオ復号器３０
Ｂに供給されたビデオデータ、およびビデオ復号器３０Ａの復号ピクチャバッファ１６０
からの参照ピクチャが、同じサイズまたは解像度である場合、参照ピクチャは、アップサ
ンプリングを伴わずにビデオ復号器３０Ｂに供給され得る。さらに、いくつかの実施形態
では、アップサンプリングユニット９２は、ビデオ復号器３０Ａの復号ピクチャバッファ
１６０から受信された参照ピクチャを、アップサンプリングまたはダウンサンプリングす
るように構成されたリサンプリングユニット９０であり得る。
【０１２６】
　[00133]図３Ｂに示すように、ビデオ復号器３３は、デマルチプレクサ９９、すなわち
ｄｅｍｕｘをさらに含み得る。ｄｅｍｕｘ９９は、符号化ビデオビットストリームを複数
のビットストリームに分割することができ、ｄｅｍｕｘ９９によって出力された各ビット
ストリームは、異なるビデオ復号器３０Ａおよび３０Ｂに供給される。複数のビットスト
リームは、ビットストリームを受信することによって作成され得、ビデオ復号器３０Ａお
よび３０Ｂの各々は、所与の時間においてビットストリームの一部分を受信する。場合に
よっては、ｄｅｍｕｘ９９において受信されるビットストリームからのビットは、ビデオ
復号器の各々（たとえば、図３Ｂの例ではビデオ復号器３０Ａおよび３０Ｂ）の間で、一
度に１ビットずつ交替され得るが、多くの場合、ビットストリームは別様に分割される。
たとえば、ビットストリームは、一度に１ブロックずつビットストリームを受信するビデ
オ復号器を交替することによって分割され得る。別の例では、ビットストリームは、非１
：１比のブロックによって、ビデオ復号器３０Ａおよび３０Ｂの各々に分割され得る。た
とえば、２つのブロックは、ビデオ復号器３０Ａに供給される各ブロックについてビデオ
復号器３０Ｂに供給され得る。いくつかの実施形態では、ｄｅｍｕｘ９９によるビットス
トリームの分割は、プリプログラムされ得る。他の実施形態では、ｄｅｍｕｘ９９は、宛
先モジュール１４を含む宛先デバイス上のプロセッサからなど、ビデオ復号器３３の外部
のシステムから受信された制御信号に基づいてビットストリームを分割し得る。制御信号
は、入力インターフェース２８からのビデオの解像度またはビットレートに基づいて、リ
ンク１６の帯域幅に基づいて、ユーザに関連付けられたサブスクリプション（たとえば、
有料サブスクリプション対無料サブスクリプション）に基づいて、またはビデオ復号器３
３によって取得可能な解像度を決定するための他のファクタに基づいて生成され得る。　

イントラランダムアクセスポイント（ＩＲＡＰ）ピクチャ
【０１２７】
　[00134]いくつかのビデオコーディングスキームは、ビットストリームが、ビットスト
リームの中でそれらのランダムアクセスポイントに先行するいかなるピクチャも復号する
必要なく、それらのランダムアクセスポイントのいずれかから始めて復号され得るような
、様々なランダムアクセスポイントをビットストリーム全体にわたって提供し得る。その
ようなビデオコーディングスキームでは、出力順序においてランダムアクセスポイントに
追従するすべてのピクチャ（たとえば、ランダムアクセスポイントを提供するピクチャと
同じアクセスユニットの中にあるピクチャを含む）は、ランダムアクセスポイントに先行
するいかなるピクチャも使用することなく正しく復号され得る。たとえば、ビットストリ
ームの一部分が送信の間または復号の間に失われても、復号器は、次のランダムアクセス
ポイントから始めてビットストリームの復号を再開することができる。ランダムアクセス
のサポートは、たとえば、動的なストリーミングサービス、シーク動作、チャネル切替え
などを容易にし得る。
【０１２８】
　[00135]いくつかのコーディングスキームでは、そのようなランダムアクセスポイント
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は、イントラランダムアクセスポイント（ＩＲＡＰ）ピクチャと呼ばれるピクチャによっ
て提供され得る。たとえば、ｌａｙｅｒＢの中にあり復号順序においてａｕＡに先行する
アクセスユニット（「ａｕＢ」）の中に含まれるランダムアクセスポイント（または、ａ
ｕＡの中に含まれるランダムアクセスポイント）を有するｌａｙｅｒＡの各参照レイヤ（
「ｌａｙｅｒＢ」）（たとえば、ｌａｙｅｒＡを予測するために使用されるレイヤである
参照レイヤ）に関して出力順序においてａｕＢに追従するｌａｙｅｒＡの中のピクチャ（
ａｕＢの中に位置するそれらのピクチャを含む）が、ａｕＢに先行するｌａｙｅｒＡの中
のいかなるピクチャも復号する必要なく正しく復号可能であるように、アクセスユニット
（「ａｕＡ」）の中に含まれるエンハンスメントレイヤ（「ｌａｙｅｒＡ」）の中のラン
ダムアクセスポイント（たとえば、エンハンスメントレイヤＩＲＡＰピクチャによって提
供される）は、レイヤ特有のランダムアクセスを提供し得る。
【０１２９】
　[00136]ＩＲＡＰピクチャは、イントラ予測（たとえば、他のピクチャを参照すること
なくコーディングされる）またはレイヤ間予測を使用してコーディングされ得、たとえば
、瞬時復号器リフレッシュ（ＩＤＲ：instantaneous decoder refresh）ピクチャと、ク
リーンランダムアクセス（ＣＲＡ：clean random access）ピクチャと、ブロークンリン
クアクセス（ＢＬＡ：broken link access）ピクチャとを含み得る。ビットストリームの
中にＩＤＲピクチャがあるとき、復号順序においてＩＤＲピクチャに先行するすべてのピ
クチャは、ＩＤＲピクチャに追従するピクチャによる予測のために使用されない。ビット
ストリームの中にＣＲＡピクチャがあるとき、ＣＲＡピクチャに追従するピクチャは、復
号順序においてＣＲＡピクチャに先行するピクチャを予測のために使用してよく、または
使用しなくてもよい。復号順序においてＣＲＡピクチャに追従するが、復号順序において
ＣＲＡピクチャに先行するピクチャを使用するピクチャは、ランダムアクセススキップド
リーディング（ＲＡＳＬ：random access skipped leading）ピクチャと呼ばれることが
ある。復号順序においてＩＲＡＰピクチャに追従するとともに出力順序においてそれに先
行することができる別のタイプのピクチャは、復号順序においてＩＲＡＰピクチャに先行
するいかなるピクチャへの参照も含まないことがあるランダムアクセス復号可能リーディ
ング（ＲＡＤＬ：random access decodable leading）ピクチャである。ＣＲＡピクチャ
に先行するピクチャが利用可能でない場合、ＲＡＳＬピクチャは復号器によって廃棄され
てよい。ＢＬＡピクチャは、（たとえば、２つのビットストリームが互いに接合され、Ｂ
ＬＡピクチャが復号順序において第２のビットストリームの最初のピクチャであるので）
ＢＬＡピクチャに先行するピクチャが復号器にとって利用可能でない場合があることを、
復号器に示す。ＩＲＡＰピクチャであるベースレイヤのピクチャ（たとえば、「０」のレ
イヤＩＤ値を有する）を含むアクセスユニット（たとえば、複数のレイヤにわたって同じ
出力時間に関連付けられたすべてのコード化ピクチャからなるピクチャのグループ）は、
ＩＲＡＰアクセスユニットと呼ばれ
ることがある。　

ネットワークアブストラクションレイヤ（ＮＡＬ）ユニットおよびパラメータセット
【０１３０】
　[00137]上記で説明したように、符号化器および復号器によって使用されるパラメータ
は、それらが利用され得るコーディングレベルに基づいてパラメータセットにグループ化
され得る。たとえば、ビットストリーム中の１つまたは複数のコード化ビデオシーケンス
によって利用されるパラメータはビデオパラメータセット（ＶＰＳ）中に含まれ、コード
化ビデオシーケンス中の１つまたは複数のピクチャによって利用されるパラメータは、シ
ーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）中に含まれ得る。同様に、ピクチャ中の１つまたは
複数のスライスによって利用されるパラメータは、ピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）
中に含まれ、単一のスライスに特有である他のパラメータは、スライスヘッダ中に含まれ
得る。同様に、特定のレイヤが所与の時間で使用している（アクティブである）パラメー
タセットのインジケーションは、様々なコーディングレベルで提供され得る。たとえば、
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特定のレイヤ中のスライスのスライスヘッダがＰＰＳを参照する場合、ＰＰＳは、スライ
スまたはスライスを含むピクチャのためにアクティベートされる。同様にＰＰＳがＳＰＳ
を参照する場合、ＳＰＳは、ピクチャまたはピクチャを含むコード化ビデオシーケンスの
ためにアクティベートされ、ＳＰＳがＶＰＳを参照する場合、ＶＰＳは、コード化ビデオ
シーケンスまたはコード化ビデオシーケンスを含むビデオレイヤのためにアクティベート
される。
【０１３１】
　[00138]そのようなパラメータセットは、パラメータセットＮＡＬユニット（例えば、
ＳＰＳ　ＮＡＬユニット、ＰＰＳ　ＮＡＬユニット、等）の形式においてビットストリー
ム中に提供され得る。ＮＡＬユニットは、ローバイトシーケンスペイロード（ＲＢＳＰ：
raw byte sequence payload）およびＮＡＬユニットヘッダを備え得る。ＲＢＳＰは、パ
ラメータセットＩＤ（例えば、ＳＰＳ　ＩＤ）を規定し得、それは、レイヤがＳＰＳを使
用することを示し得る。　

シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）ローバイトシーケンスペイロード（ＲＢＳＰ）の
アクティベーション
【０１３２】
　[00139]ＳＰＳ　ＲＢＳＰは、１つまたは複数のピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）
ＲＢＳＰ、またはアクティブなパラメータセットＳＥＩメッセージを含む１つまたは複数
のＳＥＩ　ＮＡＬユニットによって参照され得るパラメータを含む。各ＳＰＳ　ＲＢＳＰ
は、最初に、復号プロセスの開始においていかなるレイヤに対してもアクティブでないと
みなされてよい。各レイヤに対して、多くて１つのＳＰＳ　ＲＢＳＰが、復号プロセスの
間の所与の瞬間においてアクティブであるとみなされ、特定のレイヤに対する任意の特定
のＳＰＳ　ＲＢＳＰのアクティベーションは、もしあれば、その特定のレイヤに対して前
にアクティブであったＳＰＳ　ＲＢＳＰのデアクティベーションをもたらす。
【０１３３】
　[00140]１つのＳＰＳ　ＲＢＳＰが、１つを越えるレイヤに対してアクティブなＳＰＳ
　ＲＢＳＰであってよい。たとえば、ベースレイヤおよびエンハンスメントレイヤが、３
としてのＳＰＳ　ＩＤを有するＳＰＳを参照するＰＰＳを参照するピクチャをともに含む
場合、３としてのＳＰＳ　ＩＤを有するＳＰＳは、参照レイヤとエンハンスメントレイヤ
の両方に対してアクティブなＳＰＳ　ＲＢＳＰである。
【０１３４】
　[00141]（たとえば、特定のＳＰＳ　ＩＤを有する）ＳＰＳ　ＲＢＳＰが、Ｘのレイヤ
ＩＤ（たとえば、ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ）を有する（たとえば、非ゼロのレイヤＩＤ
値または０よりも大きいレイヤＩＤを有する）特定の非ベースレイヤに対してすでにアク
ティブでなく、（たとえば、ＰＰＳ　ＩＤがＳＰＳ　ＲＢＳＰの特定のＳＰＳ　ＩＤに等
しい）ＳＰＳ　ＲＢＳＰがピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）ＲＢＳＰのアクティベー
ションによって参照されるとき、ＳＰＳ　ＲＢＳＰは、特定の非ベースレイヤに対してア
クティベートされる。このＳＰＳは、それが特定の非ベースレイヤに対する別のＳＰＳ　
ＲＢＳＰのアクティベーションによってデアクティベートされるまで、特定の非ベースレ
イヤに対してアクティブなＳＰＳ　ＲＢＳＰとして参照されてよい。　

レイヤ初期化ピクチャ（ＬＩＰ）
【０１３５】
　[00142]いくつかのコーディングスキームでは、レイヤ初期化ピクチャ（「ＬＩＰピク
チャ」）は、「１」の値に設定されたＮｏＲａｓｌＯｕｔｐｕｔＦｌａｇフラグ（たとえ
ば、値が「１」に設定される場合、ＲＡＳＬピクチャが出力されるべきでないことを示す
フラグ、および値が「０」に設定される場合、ＲＡＳＬピクチャが出力されるべきである
ことを示すフラグ）を有するＩＲＡＰピクチャであるピクチャ、またはベースレイヤのピ
クチャ（たとえば、「０」のレイヤＩＤ値またはビットストリーム中で定義された最小レ
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イヤＩＤを有するピクチャ）が「１」の値に設定されたＲａｓｌＯｕｔｐｕｔＦｌａｇを
有するＩＲＡＰアクセスユニットである初期ＩＲＡＰアクセスユニット中に含まれるピク
チャとして定義され得る。
【０１３６】
　[00143]いくつかの実施形態では、ＳＰＳは、各ＬＩＰピクチャにおいてアクティベー
トされ得る。たとえば、「１」の値に設定されたＮｏＲａｓｌＯｕｔｐｕｔＦｌａｇフラ
グを有する各ＩＲＡＰピクチャ、または初期ＩＲＡＰアクセスユニット中に含まれる各ピ
クチャでは、新しいＳＰＳであって、それは前にアクティベートされたＳＰＳとは異なり
得る（たとえば、異なるピクチャ解像度を指定するなど）。しかしながら、ＬＩＰピクチ
ャがＩＲＡＰピクチャ（たとえば、初期ＩＲＡＰアクセスユニット中に含まれる任意のピ
クチャ）ではなく、初期ＩＲＡＰアクセスユニット中のベースレイヤピクチャが、「０」
の値に設定されたフラグＮｏＣｌｒａｓＯｕｔｐｕｔＦｌａｇフラグ（たとえば、値が「
１」に設定された場合、クロスレイヤランダムアクセススキップピクチャが出力されない
ことを示し、値が「０」に設定された場合、クロスレイヤランダムアクセススキップピク
チャが出力されることを示すフラグ）を有するＩＤＲピクチャである場合、ＬＩＰピクチ
ャは、新しいＳＰＳをアクティベートすることを許可されるべきではない。そのようなＬ
ＩＰピクチャにおいて新しいＳＰＳがアクティベートされる場合、詳細には、新しいＳＰ
ＳのＳＰＳ　ＲＢＳＰのコンテンツが、初期ＩＲＡＰアクセスユニットの前にあらかじめ
アクティブであったＳＰＳのコンテンツとは異なるとき、異なるピクチャ解像度および誤
り耐性における問題がある。たとえば、新しいＳＰＳは、解像度を更新し、異なるサイズ
のピクチャを参照するために時間予測を使用し得る。
【０１３７】
　[00144]いくつかの実施形態では、ＮｏＣｌＲａｓＯｕｔｐｕｔＦｌａｇおよびＮｏＲ
ａｓｌＯｕｔｐｕｔＦｌａｇは、ビットストリーム中に含まれる情報に基づいて導出され
る変数であり得る。たとえば、ＮｏＲａｓｌＯｕｔｐｕｔＦｌａｇは、（たとえば、ＢＬ
および／またはＥＬ中の）すべてのＩＲＡＰピクチャについて導出され得、ＮｏＣｌＲａ
ｓＯｕｔｐｕｔＦｌａｇは、最下位レイヤピクチャ（たとえば、ＢＬピクチャ）について
のみ導出され得る。ＮｏＣｌＲａｓＯｕｔｐｕｔＦｌａｇおよびＮｏＲａｓｌＯｕｔｐｕ
ｔＦｌａｇの各々の値は、ビットストリーム中のいくつかのピクチャが、いくつかの参照
ピクチャの非利用可能性に起因して正しく復号可能でないことがあることを示し得る。参
照ピクチャのそのような非利用可能性は、ランダムアクセスポイントにおいて生じ得る。
クロスレイヤランダムアクセススキップ（ＣＬ－ＲＡＳ）ピクチャは、いくつかの点で、
ＲＡＳＬピクチャのマルチレイヤ等価物である。復号器がランダムアクセスポイント（た
とえば、ＢＬ　ＩＲＡＰピクチャを有するアクセスユニット）においてビットストリーム
の復号を開始し、アクセスユニット中のＥＬピクチャがＩＲＡＰピクチャでない場合、そ
のＥＬピクチャは、ＣＬ＿ＲＡＳピクチャである。ＥＬ中のすべてのピクチャは、ＩＲＡ
ＰピクチャがＥＬ中で発生するまで、ＣＬ－ＲＡＳピクチャ（たとえば、復号可能である
が、正しく復号可能ではない）であり得る。そのようなＥＬ　ＩＲＡＰピクチャがビット
ストリーム中で提供されるとき、ＥＬは、初期化されたと言われ得る。
 
アクティブＳＰＳ　ＲＢＳＰの持続時間
【０１３８】
　[00145]上記で説明した問題を引き起こし得る、接合ポイント以外の非ＩＲＡＰピクチ
ャであるＬＩＰピクチャによって新しいＳＰＳのアクティベーション（それは、上述され
た問題を引き起こし得る）を防ぐために、アクティベートされたＳＰＳ　ＲＢＳＰは、あ
る特定の時間期間にわたってアクティブであり続けることを強制され得る。いくつかの実
施形態では、特定のレイヤのためのアクティベートされたＳＰＳ　ＲＢＳＰは、その特定
のレイヤのコーディングされたレイヤワイズビデオシーケンス（ＣＬＶＳ：coded layer-
wise video sequence）全体にわたってアクティブであり続けるべきである。ＣＬＶＳは
、同じレイヤにある（例えば、同じレイヤＩＤ値を有する）コーディングされた複数のピ
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クチャのシーケンスを指し得、それは、復号順に、「１」の値に等しいＮｏＲａｓｌＯｕ
ｔｐｕｔＦｌａｇを有するＩＲＡＰピクチャ又は「０」の値に等しいＦｉｒｓｔＰｉｃＩ
ｎＬａｙｅｒＤｅｃｏｄｅｄＦｌａｇ（例えば、ピクチャがレイヤ中の第１のピクチャで
あることを示す）を有するピクチャと、それに続く、「１」の値に等しいＮｏＲａｓｌＯ
ｕｔｐｕｔＦｌａｇを有する次のＩＲＡＰピクチャ、または「０」の値に等しいＦｉｒｓ
ｔＰｉｃＩｎＬａｙｅｒＤｅｃｏｄｅｄＦｌａｇを有する次のピクチャがもしあれば、そ
れを除いたそれまでの全てのコーディングされたピクチャとから成る。
【０１３９】
　[00146]いくつかの実施形態では、特定のレイヤのためのアクティベートされたＳＰＳ
　ＲＢＳＰは、次の通りに、特定のレイヤ中の復号順のピクチャのシーケンスにわたって
アクティブであり続けるべきである：（１）特定のｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ値が０に等
しい場合、アクティベートされたＳＰＳは、ＣＶＳ全体にわたってアクティブであり続け
るべきである、（２）そうでない場合（例えば、特定のレイヤのレイヤＩＤが０に等しく
ない場合）、アクティベートされたＳＰＳは、特定のレイヤ中のＩＲＡＰピクチャである
ＬＩＰピクチャ、または、ＩＲＡＰピクチャであり、且つ「１」のＮｏＣｌｒａｓＯｕｔ
ｐｕｔＦｌａｇ値を有するベースレイヤピクチャを包含するＩＲＡＰアクセスユニット中
に包含され、ＩＲＡＰピクチャではないＬＩＰピクチャから始まって、ＩＲＡＰピクチャ
であり、「１」のＮｏＣｌｒａｓＯｕｔｐｕｔＦｌａｇ値を有するベースレイヤピクチャ
を包含する次の初期ＩＲＡＰアクセスユニットに含まれるＬＩＰピクチャ、または特定の
レイヤ中のＩＲＡＰピクチャである次のＬＩＰピクチャまで、アクティブであり続けるべ
きである。　
 
接合ポイントを含むビットストリーム
【０１４０】
　[00147]図４を参照して、接合ポイントを有する例示的なビットストリームについて説
明する。図４は、ビットストリーム４１０および４２０を接合することによって作り出さ
れたマルチレイヤビットストリーム４００を示す。ビットストリーム４１０は、エンハン
スメントレイヤ（ＥＬ）４１０Ａおよびベースレイヤ（ＢＬ）４１０Ｂを含み、ビットス
トリーム４２０は、ＥＬ４２０ＡおよびＢＬ４２０Ｂを含む。ＥＬ４１０Ａは、ＥＬピク
チャ４１２Ａを含み、ＢＬ４１０Ｂは、ＢＬピクチャ４１２Ｂを含む。ＥＬ４２０Ａは、
ＥＬピクチャ４２２Ａ、４２４Ａ、および４２６Ａを含み、ＢＬ４２０Ｂは、ＢＬピクチ
ャ４２２Ｂ、４２４Ｂ、および４２６Ｂを含む。マルチレイヤビットストリーム４００は
、アクセスユニット（ＡＵ）４３０～４６０をさらに含む。ＡＵ４３０は、ＥＬピクチャ
４１２ＡおよびＢＬピクチャ４１２Ｂを含み、ＡＵ４４０は、ＥＬピクチャ４２２Ａおよ
びＢＬピクチャ４２２Ｂを含み、ＡＵ４５０は、ＥＬピクチャ４２４ＡおよびＢＬピクチ
ャ４２４Ｂを含み、ＡＵ４６０は、ＥＬピクチャ４２６ＡおよびＢＬピクチャ４２６Ｂを
含む。図４の例では、ＢＬピクチャ４２２Ｂは、ＩＲＡＰピクチャであり、ＡＵ４４０中
の対応するＥＬピクチャ４２２Ａは、末尾ピクチャ（たとえば、非ＩＲＡＰピクチャ）で
あり、したがって、ＡＵ４４０はアラインされないＩＲＡＰ　ＡＵである。また、ＡＵ４
４０は、接合ポイント４７０の直後のアクセスユニットであることに留意されたい。
【０１４１】
　[00148]図４の例は、２つの異なるビットストリームが互いに結合される場合を示すが
、いくつかの実施形態では、ビットストリームの一部分が除去されるときに接合ポイント
が存在し得る。例えば、ビットストリームは、部分Ａ、Ｂ、およびＣを有し得、部分Ｂは
、部分ＡとＣとの間にある。部分Ｂがビットストリームから除去される場合、残りの部分
ＡおよびＣは、一緒に結合され得、それらが一緒に結合されるポイントは、接合ポイント
と呼ばれ得る。より一般的には、本出願で説明する接合ポイントは、１つまたは複数のシ
グナリングされたまたは導出されたパラメータまたはフラグが所定の値を有するときに存
在すると見なされ得る。たとえば、接合ポイントが特定のロケーションに存在するという
特定のインジケーションを受信することなしに、復号器は、フラグ（たとえば、ＮｏＣｌ
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ｒａｓＯｕｔｐｕｔＦｌａｇ）の値を決定し、フラグの値に基づいて本出願で説明する１
つまたは複数の技法を実行し得る。

新しいパラメータセットのアクティベーションを制限すること
【０１４２】
　[00149]図５は、本開示の一実施形態による、ビデオ情報をコーディングするための方
法５００を示すフローチャートである。図５に示すステップは、符号化器（たとえば、図
２Ａまたは図２Ｂに示すビデオ符号化器）、復号器（たとえば、図３Ａまたは図３Ｂに示
すビデオ復号器）、または任意の他の構成要素によって実行され得る。便宜上、方法５０
０について、符号化器、復号器、または別の構成要素であり得る、コーダによって実行さ
れるものとして説明する。
【０１４３】
　[00150]方法５００は、ブロック５０１において開始する。ブロック５０５において、
コーダは、エンハンスメントピクチャレイヤ（ＥＬ）ピクチャが接合ポイントの非ＩＲＡ
Ｐピクチャであるかどうかを決定する。たとえば、ＥＬピクチャがＩＤＲピクチャ、ＣＲ
Ａピクチャ、またはＢＬＡピクチャのうちの任意のものである場合、コーダは、ＩＲＡＰ
ピクチャになるべきＥＬピクチャを決定し得る。いくつかの実施形態では、コーダは、Ｅ
Ｌピクチャに関連付けられたＮＡＬユニットタイプをチェックすることによってＥＬピク
チャがＩＲＡＰピクチャであると決定し、方法５００は、ブロック５２０に進む。コーダ
が、ＥＬピクチャがＩＲＡＰピクチャでないと決定した場合、処理５００は、ブロック５
１０に進む。
【０１４４】
　[00151]ブロック５１０において、コーダは、ＥＬピクチャが接合ポイントにあるかど
うかを決定する。接合ポイントは、２つのビットストリームが結合されるポイントを示し
得る。たとえば、第１のビットストリームの最後のピクチャの直後に、コーディング順序
で、第２のビットストリームの第１のピクチャが来得る。いくつかの実施形態では、コー
ダは、ＥＬピクチャがコーディング順序で接合ポイントに続く第１のピクチャであるかど
うかを決定することによって、ＥＬピクチャが接合ポイントにあるかどうかを決定し得る
。ＥＬピクチャが接合ポイントにあるとコーダが決定した場合、方法５００は、ブロック
５２０に進む。ＥＬピクチャが接合ポイントにないとコーダが決定した場合、方法５００
は、ブロック５１５に進む。図４を参照して上記で議論したように、５１０における決定
は、１つまたは複数のシグナルされたまたは導出されたパラメータまたはフラグが事前決
定された値を有するかどうかを決定することを備え得る。たとえば、接合ポイントが特定
のロケーションに存在するという特定のインジケーションを受信すること無しに、符号化
器または復号器は、フラグ（たとえば、ＮｏＣｌｒａｓＯｕｔｐｕｔＦｌａｇ）の値を決
定し、決定に基づいてブロック５１５またはブロック５２０のいずれかに進み得る。
【０１４５】
　[00152]ブロック５１５において、コーダは、新しいパラメータセットのアクティベー
ションを許可しない。たとえば、コーダは、ＥＬピクチャが新しいＳＰＳをアクティベー
ションすることを妨げる。コーダは、ＥＬにおける次のＩＲＡＰピクチャが処理されるま
で、以前アクティベートされたパラメータセットをアクティブにとどまらせることによっ
て新しいパラメータのアクティベーションを許可し得ない。代替として、コーダは、次の
接合ポイントまで、以前アクティベートされたパラメータセットをアクティブにとどまら
せることによって新しいパラメータセットのアクティベーションを許可し得ない。さらに
別の例では、コーダは、ＥＬピクチャを含むコード化ビデオシーケンスの終わりまで、以
前アクティベートされたパラメータセットをアクティブにとどまらせることによって新し
いパラメータセットを許可し得ない。
【０１４６】
　[00153]ブロック５２０において、コーダは、新しいパラメータセットのアクティベー
ションを許可する。たとえば、コーダは、エンハンストレイヤに、ＥＬのために以前アク
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ティベートしたパラメータセットと異なるパラメータセットを有する新しいパラメータセ
ットを関連付けさせる。方法は、５２５において終了する。
【０１４７】
　[00154]上記で説明したように、図２Ａのビデオ符号化器２０、図２Ｂのビデオ符号化
器２３、図３Ａのビデオ復号器３０、または図３Ｂのビデオ復号器３３（たとえば、レイ
ヤ間予測ユニット１２８および／またはレイヤ間予測ユニット１６６）のうちの１つまた
は複数の構成要素は、ＥＬピクチャがＩＲＡＰピクチャであるかどうかを決定することと
、ＥＬピクチャがスライスポイントでのものであるかどうかを決定することと、新しいパ
ラメータセットのアクティベーションを不許可または許可することとなどの、本開示で説
明する技法のいずれかを実施するために使用され得る。
【０１４８】
　[00155]方法５００では、図５に示すブロックのうちの１つまたは複数は削除される（
たとえば、実行されない）ことがあり、および／または方法が実行される順序は入れ替え
られ得る。たとえば、ブロック５１０が図５に示されるがこれは、コーディング処理を単
純化するために削除され得る。したがって、本開示の実施形態は、図５に示す例に限定さ
れず、または図５に示す例によって限定されず、他の変形が本開示の趣旨から逸脱するこ
となく実施され得る。　

決してアクティベートされないパラメータセット上の制約
【０１４９】
　[00156]いくつかの実施形態では、アクティブパラメータセット（たとえば、アクティ
ブＰＰＳまたはアクティブＳＰＳ）のために特有のビットストリーム適合制約（たとえば
、適用可能でありコーダであると決定され、その後、そのコーダに付随する制約）は、イ
タリック体で示される：「ｐｐｓ＿ｓｃａｌｉｎｇ＿ｌｉｓｔ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒ＿ｉ
ｄは、アクティブＰＰＳが現在のＰＰＳとして同じスケーリングリストデータに関連付け
られるレイヤのｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄの値を規定する。ｐｐｓ＿ｓｃａｌｉｎｇ＿ｌ
ｉｓｔ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄの値は、０乃至６２の範囲すべてを含むだろう。ａｖ
ｃ＿ｂａｓｅ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｌａｇが１に等しい場合、ｐｐｓ＿ｓｃａｌｉｎｇ＿ｌｉ
ｓｔ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄが０より大きいのはビットストリーム制約の必要条件で
ある。《ｎｕｈＬａｙｅｒＩｄＡに等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄを有するＰＰＳがｎ
ｕｈＬａｙｅｒＩｄＢに等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄを有するレイヤのためにアクテ
ィブであり、ＰＰＳ中のｐｐｓ＿ｉｎｆｅｒ＿ｓｃａｌｉｎｇ＿ｌｉｓｔ＿ｆｌａｇが１
に等しいとき、ｐｐｓ＿ｉｎｆｅｒ＿ｓｃａｌｉｎｇ＿ｌｉｓｔ＿ｆｌａｇ
がｐｐｓ＿ｓｃａｌｉｎｇ＿ｌｉｓｔ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄに等しいｎｕｈ＿ｌａ
ｙｅｒ＿ｉｄを有するレイヤのためにアクティベートされるＰＰＳに対して０に等しくな
るのは、ビットストリーム適合の必要条件である。ｎｕｈＬａｙｅｒＩｄＡに等しいｎｕ
ｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄを有するＰＰＳがｎｕｈＬａｙｅｒＩｄＢに等しいｎｕｈ＿ｌａｙ
ｅｒ＿ｉｄを有するレイヤのためにアクティブであるとき、ｐｐｓ＿ｓｃａｌｉｎｇ＿ｌ
ｉｓｔ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄに等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄを有するレイヤが
ｎｕｈＬａｙｅｒＩｄＢに等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄを有するレイヤの直接または
間接の参照レイヤであるのは、ビットストリーム適合の必要条件である。》（《》は、イ
タリック体である）」
【０１５０】
　[00157]いくつかの実施形態では、任意のレイヤによって決してアクティベートされな
いパラメータセットは、《イタリック体》で示される以下の制限を満たすことが要求され
る：「シンタックス要素の値と、ＶＰＳ、ＳＰＳ、およびＰＰＳにおけるそれらのシンタ
ックス要素および他のシンタックス要素から導出される変数の値との間の関係で表現され
るすべての制限は、アクティブＶＰＳ、アクティブＳＰＳ、およびアクティブＰＰＳにの
み適用する制限の表現である。《ビットストリームにおいて決してアクティベートされな
い、任意のＶＰＳ　ＲＢＳＰ、ＳＰＳ　ＲＢＳＰ、およびＰＰＳ　ＲＢＳＰが存在する場



(35) JP 6938150 B2 2021.9.22

10

20

30

40

50

合、それがそのシンタックス要素は、他の適合するビットストリームにおいて参照するこ
とによりアクティベートされた場合の特有の制約に準拠するだろう値を有する。》（《》
は、イタリック体である）」
【０１５１】
　[00158]しかしながら、決してアクティベートされない、ＶＰＳ、ＳＰＳ、ＰＰＳ、等
のようなパラメータセットに対して、上記の第１のイタリック体の制約がビットストリー
ム中にあるが決してアクティベートされないパラメータセットのために満たされるかどう
かをチェックするのは困難であり得る。これは、１つのレイヤのためにアクティベートさ
れる場合に所与のパラメータセットが制約を満たす場合でさえも、別のレイヤのためにア
クティベート場合に同じパラメータセットが制約を満たし得ないからである。複数のパラ
メータセットは、（たとえば、アクティベーションより前に、それらがアクティベートさ
れるか否かに関わらず）ビットストリームを通じて単一のレイヤのためにシグナルされる
ことができ、その結果、特定のビットストリームが適合されようとなかろうと、これらの
パラメータセットが１つまたは複数のレイヤのためにアクティベートされる場合を除いて
決定されることができない。　

決してアクティベートされないパラメータセットに対する制約の変更
【０１５２】
　[00159]いくつかの実施形態では、適合チェックは、ビットストリーム適合制約が他の
パラメータセットからの他のシンタックス要素に依存する、決してアクティベートされな
いパラメータセットのシンタックス要素をビットストリームチェックから除外する。上記
で議論された制限は、以下のように修正されることができる：「《ビットストリーム中で
決してアクティベートされない任意のＶＰＳ　ＲＢＳＰ、ＳＰＳ　ＲＢＳＰ、およびＰＰ
Ｓ　ＲＢＳＰが存在する場合、特定のパラメータセットＲＢＳＰのシンタックス要素は、
他のパラメータセットＲＢＳＰの任意のシンタックス要素の値に依存しないそれら特有の
制限に準拠するだろう値を有するだろう。》（《》は、イタリック体である）」
【０１５３】
　[00160]いくつかの実施形態では、決してアクティベートされないパラメータセットの
いくつかの特定のシンタックス要素は、いくつかのルールに従ってビットストリーム適合
チェックからスキップされることができる。たとえば、適合チェックは、このパラメータ
セットがシグナルされるレイヤのためだけに決してアクティベートされないパラメータセ
ットのための適合制約をチェックする。上記で議論された制約は、以下のように修正され
ることができる：「《ビットストリームにおいて決してアクティベートされない、任意の
ＶＰＳ　ＲＢＳＰ、ＳＰＳ　ＲＢＳＰ、およびＰＰＳＲＢＳＰが存在する場合、そのシン
タックス要素は、それが他の適合ビットストリームにおけるパラメータセット中でシグナ
ルされたレイヤｉｄでの参照によってアクティベートされたか場合の特有の制限に準拠す
る値を有するだろう。》（《》は、イタリック体である）」　

ＳＰＳビデオユーザビリティ情報（ＶＵＩ）
【０１５４】
　[00161]ＳＰＳ　ＶＵＩは、スキャンにわたる、サンプルアスペクト比、ソースビデオ
フォーマット（ＰＡＬ／ＮＴＳＣ等、サンプル値範囲、ソースカラーフォーマット）、フ
ィールド／フレーム情報、（クロスレイヤビットストリーム制限を含む）ビットストリー
ム制限、のような情報を含む。そのような情報は、クロスビットストリーム制限を含み得
る。それは、レイヤ特有でないがその代わりにすべてのレイヤに適用できる。したがって
、いくつかの既存のコーディングスキームでは、そのような情報は、各ＳＰＳ中で繰り返
され得る。
【０１５５】
　[00162]いくつかの実施形態では、すべてのＳＰＳ　ＶＵＩ情報は、ＶＰＳ　ＶＵＩ中
に含まれ、特定のレイヤに対して、ＳＰＳのための任意のＶＵＩパラメータがＶＰＳ　Ｖ



(36) JP 6938150 B2 2021.9.22

10

20

30

ＵＩ中のそれと異なる値を有する場合、全体のＳＰＳ　ＶＵＩは、ＳＰＳ中に直接的にシ
グナルされ得る。他の場合、ＳＰＳは、ＶＵＩパラメータを含まず、ＶＵＩは、ＶＰＳか
ら推論される。
【０１５６】
　[00163]上記で説明した情報の取り扱いを容易にするために実装されるシンタックスお
よびセマンティクスの例の変更、以下の変更が行われる、ここで、追加は、イタリック体
で示される：　
【０１５７】
【表１】

【０１５８】
　[00164]ｓｐｓ＿ｖｕｉ＿ｉｎ＿ｖｐｓ＿ｆｌａｇのためのセマンティクスは、以下の
ように読み得る：「《１に等しいｓｐｓ＿ｖｕｉ＿ｉｎ＿ｖｐｓ＿ｆｌａｇは、ｖｕｉ＿
ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（ ）シンタックス構造がＶＰＳ中に存在することを規定し、ＶＰ
Ｓを参照するすべてのＳＰＳに適用し、１に等しいｓｐｓ＿ｖｕｉ＿ｆｒｏｍ＿ｖｐｓ＿
ｆｌａｇを有する。０に等しいｓｐｓ＿ｖｕｉ＿ｉｎ＿ｖｐｓ＿ｆｌａｇは、ｖｕｉ＿ｐ
ａｒａｍｅｔｅｒｓ（ ）シンタックス構造がＶＰＳ中に存在しないことを規定する。ｖ
ｐｓ＿ｖｕｉ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇが０に等しいとき、ｓｐｓ＿ｖｕｉ＿ｉｎ＿ｖ
ｐｓ＿ｆｌａｇの値は、０に等しくなるべきであると推定される。》（《》はイタリック
体である）」
【０１５９】
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【表２】

【０１６０】
　[00165]ｓｐｓ＿ｖｕｉ＿ｆｒｏｍ＿ｖｐｓ＿ｆｌａｇのためのセマンティクスは、以
下のように読み得る：「《１に等しいｓｐｓ＿ｖｕｉ＿ｆｒｏｍ＿ｖｐｓ＿ｆｌａｇは、
ＳＰＳに適用可能なｖｕｉ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（ ）シンタックス構造が、ＳＰＳが
参照するＶＰＳにおけるそれと同一であるべきであると推定されるのを規定する。０に等
しいｓｐｓ＿ｖｕｉ＿ｆｒｏｍ＿ｖｐｓ＿ｆｌａｇは、ＳＰＳに適用可能なｖｕｉ＿ｐａ
ｒａｍｅｔｅｒｓ（ ）シンタックス構造が、ＳＰＳが参照するＶＰＳから推定されない
のを規定する。ｓｐｓ＿ｖｕｉ＿ｉｎ＿ｖｐｓ＿ｆｌａｇが０に等しいとき、ｓｐｓ＿ｖ
ｕｉ＿ｆｒｏｍ＿ｖｐｓ＿ｆｌａｇの値は、０に等しくなるだろう。》（《》はイタリッ
ク体である）」
【０１６１】
　[00166]ｖｕｉ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇのためのセマンテ
ィクスは、以下のように読み得る：「《１に等しいｖｕｉ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ＿ｐｒ
ｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇは、Ａｎｎｅｘ Ｅ中で規定されるようなｖｕｉ＿ｐａｒａｍｅｔ
ｅｒｓ（ ）シンタックス構造が存在するのを規定する。０に等しいｖｕｉ＿ｐａｒａｍ
ｅｔｅｒｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇは、Ａｎｎｅｘ Ｅ中で規定されるようなｖｕｉ
＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ（ ）シンタックス構造が存在しないのを規定する。存在しない
時、ｖｕｉ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇは、０に等しいと推定さ
れるだろう。　

他の考慮事項
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【０１６２】
　[00167]本明細書で開示された情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれ
かを使用して表され得る。たとえば、上記の説明全体にわたって参照され得るデータ、命
令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、
磁場もしくは磁性粒子、光場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表
され得る。
【０１６３】
　[00168]本明細書で開示された実施形態に関して記載された様々な例示的な論理ブロッ
ク、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュー
タソフトウェア、または両方の組合せとして実装され得る。ハードウェアとソフトウェア
のこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブロック、モジュール、回
路、およびステップが、概してそれらの機能に関して上記で説明されている。そのような
機能性が、ハードウェアまたはソフトウェアのどちらとして実施されるのかは、特定の応
用例と、システム全体に課せられる設計制約とに依存する。当業者は、特定の適用例ごと
に様々な方法で記載された機能を実装し得るが、そのような実装の決定が、本発明の範囲
からの逸脱を引き起こすと解釈されるべきではない。
【０１６４】
　[00169]本明細書に記載された技術は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア
、またはそれらの任意の組合せに実装され得る。そのような技法は、汎用コンピュータ、
ワイヤレス通信デバイスハンドセット、またはワイヤレス通信デバイスハンドセットおよ
び他のデバイスにおける適用例を含む複数の用途を有する集積回路デバイスなどの、様々
なデバイスのいずれかにおいて実装され得る。モジュールまたは構成要素として記載され
た任意の特徴は、集積論理デバイス内で一緒に、または個別であるが相互運用可能な論理
デバイスとして別々に実装され得る。ソフトウェアに実装された場合、本技法は、実行さ
れたとき、上記で説明された方法のうちの１つまたは複数を実行する命令を含むプログラ
ムコードを備えるコンピュータ可読データ記憶媒体によって、少なくとも部分的に実現さ
れ得る。コンピュータ可読データ記憶媒体は、パッケージング材料を含むことがあるコン
ピュータプログラム製品の一部を形成し得る。コンピュータ可読媒体は、同期型ダイナミ
ックランダムアクセスメモリ（ＳＤＲＡＭ）などのランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、
読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）、電気消
去可能プログラマブル読取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、フラッシュメモ
リ、磁気または光学データ記憶媒体などの、メモリまたはデータ記憶媒体を備え得る。本
技法は、追加または代替として、伝搬信号または電波などの、命令またはデータ構造の形
態でプログラムコードを搬送または伝達し、コンピュータによってアクセスされ、読み取
られ、および／または実行され得るコンピュータ可読通信媒体によって、少なくとも部分
的に実現され得る。
【０１６５】
　[00170]プログラムコードは、１つまたは複数のデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）な
どの１つまたは複数のプロセッサ、汎用マイクロプロセッサ、特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）、フィールドプログラマブルロジックアレイ（ＦＰＧＡ）、または他の等価の集
積回路もしくはディスクリート論理回路を含み得るプロセッサによって実行され得る。そ
のようなプロセッサは、本開示に記載された技法のいずれかを実行するように構成され得
る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは、任
意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態機械であり得
る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイ
クロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは
複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのような構成として実装され得る。し
たがって、本明細書で使用する「プロセッサ」という用語は、上記の構造、上記の構造の
任意の組合せ、または本明細書に記載された技法の実装に適した任意の他の構造もしくは
装置のいずれかを指し得る。さらに、いくつかの態様では、本明細書に記載された機能は
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、符号化および復号のために構成された専用のソフトウェアモジュールもしくはハードウ
ェアモジュール内に提供され得るか、または複合ビデオ符号化器／復号器（コーデック）
に組み込まれ得る。また、本技法は、１つまたは複数の回路または論理要素で十分に実装
され得る。
【０１６６】
　[00171]本開示の技法は、ワイヤレスハンドセット、集積回路（ＩＣ）またはＩＣのセ
ット（たとえば、チップセット）を含む、多種多様なデバイスまたは装置で実装され得る
。様々なコンポーネント、モジュール、またはユニットは、開示されている技術を実行す
るように構成されたデバイスの機能的態様を強調するように本開示において説明されてい
るが、異なるハードウェアユニットによる実現を必ずしも必要としない。むしろ、上記で
説明したように、様々なユニットが、適切なソフトウェアおよび／またはファームウェア
とともに、上記で説明した１つまたは複数のプロセッサを含めて、コーデックハードウェ
アユニットにおいて組み合わせられるか、または相互動作可能なハードウェアユニットの
集合によって与えられ得る。
【０１６７】
　[00172]本発明の様々な実施形態について説明した。これらおよび他の実施形態は、以
下の特許請求の範囲内に入る。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　ビデオ情報をコーディングするように構成された装置であって、
　参照レイヤ（ＲＬ）およびエンハンスメントレイヤ（ＥＬ）に関連付けられたビデオ情
報を記憶するように構成されたメモリユニット、前記ＲＬは、第１のアクセスユニット中
にＲＬピクチャを有し、前記ＥＬは、前記第１のアクセスユニット中に第１のＥＬピクチ
ャを有し、前記第１のＥＬピクチャは、パラメータの第１のセットと関連付けられる、と
、
　前記メモリユニットと通信するプロセッサと
　を備え、前記プロセッサは、
　　前記第１のＥＬピクチャがイントラランダムアクセスポイント（ＩＲＡＰ）ピクチャ
であるかどうかを決定することと、
　　前記第１のアクセスユニットが、第１のビデオ情報が前記第１のＥＬピクチャを含む
第２のビデオ情報と接合される接合ポイントの直後にくるかどうかを決定することと、
　前記第１のＥＬピクチャがイントラランダムアクセスポイント（ＩＲＡＰ）ピクチャで
あることと、前記第１のアクセスユニットが接合ポイントの直後にくるかどうかの前記決
定とに基づいて、（１）前記パラメータの第１のセットと異なるパラメータの第２のセッ
トと前記ＥＬピクチャを関連付けることを控えること、または（２）前記パラメータの第
１のセットと異なるパラメータの第２のセットと前記第１のＥＬピクチャを関連付けるこ
とのうちの１つを実行することと
　を行うように構成される、装置。
[Ｃ２]　前記プロセッサは、（１）前記第１のＥＬピクチャがＩＲＡＰピクチャでなく、
前記第１のアクセスユニットが接合ポイントの直後にくるとの決定に基づいて、前記パラ
メータの第２のセットと前記第１のＥＬピクチャを関連付けること、または（２）前記第
１のＥＬピクチャがＩＲＡＰピクチャでなく、前記第１のアクセスユニットが接合ポイン
トの直後にこないとの決定に基づいて、前記パラメータの第２のセットと前記第１のＥＬ
ピクチャを関連付けることを控えることのうちの少なくとも１つを実行することを行うよ
うにさらに構成される、
　Ｃ１に記載の装置。
[Ｃ３]　前記プロセッサは、前記第１のＥＬピクチャが、
　　前記第１のＥＬピクチャがＩＲＡＰピクチャとなることを示すかどうかを決定するこ
とと、
　　（１）ビットストリーム中に含まれる、または（２）前記ビットストリーム中に含ま
れる情報に基づいて導出されるシンタックス要素またはフラグの値が所定の値に等しいか
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どうかを決定することと
　に少なくとも部分的によってＩＲＡＰピクチャであるかどうかを決定することを行うよ
うに構成される、
　Ｃ１に記載の装置。
[Ｃ４]　前記プロセッサは、前記第１のアクセスユニットが、（１）ビットストリーム中
に含まれる、または（２）前記ビットストリーム中に含まれる情報に基づいて導出される
シンタックス要素またはフラグの値が所定の値に等しいかどうかを決定することに少なく
とも部分的によって接合ポイントの直後にくるかどうかを決定するように構成される、
　Ｃ１に記載の装置。
[Ｃ５]　前記プロセッサは、
　前記第１のＥＬピクチャがＩＲＡＰピクチャでなく、前記第１のアクセスユニットが接
合ポイントの直後にこないと決定することに応じて、コーディング順序において前記第１
のアクセスユニットに続く第２のアクセスユニットが接合ポイントの直後にくると決定す
ること、前記第２のアクセスユニットは、前記ＥＬ中の第２のＥＬピクチャを含む、と、
　前記ＥＬに、少なくとも前記第２のＥＬピクチャが少なくとも部分的にコーディングさ
れるまで前記パラメータの第１のセットと関連付けたままにさせることと
　を行うようにさらに構成される、Ｃ１に記載の装置。
[Ｃ６]　前記プロセッサは、
　前記第１のＥＬピクチャがＩＲＡＰピクチャであるとの決定に基づいて、前記ＥＬピク
チャに、前記パラメータの第２のセットと関連付けさせることを行うようにさらに構成さ
れる、
　Ｃ１に記載の装置。
[Ｃ７]　前記プロセッサは、
　　コーディング順序において前記第１のＥＬピクチャに続く前記ＥＬ中の第２のＥＬピ
クチャがＩＲＡＰピクチャであると決定することと、
　　前記ＥＬに、すくなくとも前記第２のＥＬピクチャが少なくとも部分的にコーディン
グされるまで前記パラメータの第１のセットと関連付けたままにさせることと
　に少なくとも部分的によって、前記パラメータの第２のセットと前記第１のＥＬピクチ
ャを関連付けることを控えることを行うように構成される、
　Ｃ１に記載の装置。
[Ｃ８]　前記プロセッサは、前記第１のＥＬピクチャが、前記第１のＥＬピクチャと関連
付けられるヘッダ情報を処理することに少なくとも部分的によって、ＩＲＡＰピクチャで
あるかどうかを決定することを行うように構成される、
　Ｃ１に記載の装置。
[Ｃ９]　前記プロセッサは、前記第１のＥＬピクチャがＩＲＡＰピクチャかどうかを示す
シンタックス要素またはフラグを処理することに少なくとも部分的によって、前記第１の
ＥＬピクチャがＩＲＡＰピクチャであるかどうかを決定することを行うように構成される
、
　Ｃ１に記載の装置。
[Ｃ１０]　前記ＲＬピクチャは、前記パラメータの第１のセットに関連付けられ、前記プ
ロセッサは、前記ＲＬに、少なくとも新しいコード化ビデオシーケンスが少なくとも部分
的に処理されるまで前記パラメータの第１のセットに関連付けたままにさせることを行う
ようにさらに構成される、
　Ｃ１に記載の装置。
[Ｃ１１]　前記装置は、符号化器または復号器を備え、前記プロセッサは、ビットストリ
ーム中に前記ビデオ情報を符号化することまたは復号化することの内の少なくとも１つを
行うようにさらに構成される、
　Ｃ１に記載の装置。
[Ｃ１２]　コンピュータ、ノートブック、ラップトップコンピュータ、タブレットコンピ
ュータ、セットトップボックス、電話ハンドセット、スマートフォン、スマートパッド、
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テレビジョン、カメラ、ディスプレイデバイス、デジタルメディアプレーヤ、ビデオゲー
ムコンソール、および車載コンピュータのうちの１つまたは複数からなるグループの中か
ら選択されたデバイスを備える、
　Ｃ１に記載の装置。
[Ｃ１３]　ビデオ情報を符号化する方法であって、
　エンハンストメント（ＥＬ）の第１のアクセスユニット中の第１のＥＬピクチャがイン
トラランダムアクセスポイント（ＩＲＡＰ）ピクチャであるかどうかを決定すること、前
記第１のＥＬピクチャは、パラメータの第１のセットと関連付けられる、と、
　前記第１のアクセスユニットが、第１のビデオ情報が前記第１のＥＬピクチャを含む第
２のビデオ情報と接合される接合ポイントの直後にくるかどうかを決定することと、
　前記第１のＥＬピクチャがイントラランダムアクセスポイント（ＩＲＡＰ）ピクチャで
あることと、前記第１のアクセスユニットが接合ポイントの直後にくるかどうかの前記決
定とに基づいて、（１）前記パラメータの第１のセットと異なるパラメータの第２のセッ
トと前記ＥＬピクチャを関連付けることを控えること、または（２）前記パラメータの第
１のセットと異なるパラメータの第２のセットと前記第１のＥＬピクチャを関連付けるこ
とのうちの１つを実行することと
　を備える、方法。
[Ｃ１４]　（１）前記第１のＥＬピクチャがＩＲＡＰピクチャでなく、前記第１のアクセ
スユニットが接合ポイントの直後にくるとの決定に基づいて、前記パラメータの第２のセ
ットと前記第１のＥＬピクチャを関連付けること、または（２）前記第１のＥＬピクチャ
がＩＲＡＰピクチャでなく、前記第１のアクセスユニットが接合ポイントの直後にこない
との決定に基づいて、前記パラメータの第２のセットと前記第１のＥＬピクチャを関連付
けることを控えることのうちの少なくとも１つを実行することのうちの１つをさらに備え
る、
　Ｃ１３に記載の方法。
[Ｃ１５]　前記第１のＥＬピクチャがＩＲＡＰピクチャであるかどうかを決定することは
、
　前記第１のＥＬピクチャがＩＲＡＰピクチャとなることを示すかどうかを決定すること
と、
　（１）ビットストリーム中に含まれる、または（２）前記ビットストリーム中に含まれ
る情報に基づいて導出されるシンタックス要素またはフラグの値が所定の値に等しいかど
うかを決定することと
　を少なくとも備える、Ｃ１３に記載の方法。
[Ｃ１６]　前記第１のアクセスユニットが接合ポイントの直後にくるかどうかを決定する
ことは、（１）ビットストリーム中に含まれる、または（２）前記ビットストリーム中に
含まれる情報に基づいて導出されるシンタックス要素またはフラグの値が所定の値に等し
いかどうかを決定することを少なくとも備える、
　Ｃ１３に記載の方法。
[Ｃ１７]　前記第１のＥＬピクチャがＩＲＡＰピクチャでなく、前記第１のアクセスユニ
ットが接合ポイントの直後にこないと決定することに応じて、コーディング順序において
前記第１のアクセスユニットに続く第２のアクセスユニットが接合ポイントの直後にくる
と決定すること、前記第２のアクセスユニットは、前記ＥＬ中の第２のＥＬピクチャを含
む、と、
　前記ＥＬに、少なくとも前記第２のＥＬピクチャが少なくとも部分的にコーディングさ
れるまで前記パラメータの第１のセットと関連付けたままにさせることと
　をさらに備える、Ｃ１３に記載の方法。
[Ｃ１８]　前記第１のＥＬピクチャがＩＲＡＰピクチャであるとの決定に基づいて、前記
ＥＬピクチャに、前記パラメータの第２のセットと関連付けさせることをさらに備える、
　Ｃ１３に記載の方法。
[Ｃ１９]　前記パラメータの第２のセットと前記第１のＥＬピクチャを関連付けることを
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控えることは、
　コーディング順序において前記第１のＥＬピクチャに続く前記ＥＬ中の第２のＥＬピク
チャがＩＲＡＰピクチャであると決定することと、
　前記ＥＬに、すくなくとも前記第２のＥＬピクチャが少なくとも部分的にコーディング
されるまで前記パラメータの第１のセットと関連付けたままにさせることと
　を少なくとも備える、Ｃ１３に記載の方法。
[Ｃ２０]　前記第１のＥＬピクチャがＩＲＡＰピクチャであるかどうかを決定することは
、前記第１のＥＬピクチャと関連付けられるヘッダ情報を処理することを少なくとも備え
る、
　Ｃ１３に記載の方法。
[Ｃ２１]　前記第１のＥＬピクチャがＩＲＡＰピクチャであるかどうかを決定することは
、前記第１のＥＬピクチャがＩＲＡＰピクチャかどうかを示すシンタックス要素またはフ
ラグを処理することを少なくとも備える、
　Ｃ１３に記載の方法。
[Ｃ２２]　前記パラメータの第１のセットに関連付けられた前記ＲＬに、少なくとも新し
いコード化ビデオシーケンスが少なくとも部分的に処理されるまで前記パラメータの第１
のセットに関連付けたままにさせることをさらに備える、
　Ｃ１３に記載の方法。
[Ｃ２３]　実行されると、装置に、
　参照レイヤ（ＲＬ）およびエンハンスメントレイヤ（ＥＬ）に関連付けられたビデオ情
報を記憶すること、前記ＲＬは、第１のアクセスユニット中にＲＬピクチャを有し、前記
ＥＬは、前記第１のアクセスユニット中に第１のＥＬピクチャを有し、前記第１のＥＬピ
クチャは、パラメータの第１のセットと関連付けられる、と、
　前記第１のＥＬピクチャがイントラランダムアクセスポイント（ＩＲＡＰ）ピクチャで
あるかどうかを決定することと、
　前記第１のアクセスユニットが、第１のビデオ情報が前記第１のＥＬピクチャを含む第
２のビデオ情報と接合される接合ポイントの直後にくるかどうかを決定することと、
　前記第１のＥＬピクチャがイントラランダムアクセスポイント（ＩＲＡＰ）ピクチャで
あることと、前記第１のアクセスユニットが接合ポイントの直後にくるかどうかの前記決
定とに基づいて、（１）前記パラメータの第１のセットと異なるパラメータの第２のセッ
トと前記ＥＬピクチャを関連付けることを控えること、または（２）前記パラメータの第
１のセットと異なるパラメータの第２のセットと前記第１のＥＬピクチャを関連付けるこ
とのうちの１つを実行することと
　を備える、プロセスを実行させるコードを備える、
　非一時的コンピュータ可読媒体。
[Ｃ２４]　前記プロセスは、（１）前記第１のＥＬピクチャがＩＲＡＰピクチャでなく、
前記第１のアクセスユニットが接合ポイントの直後にくるとの決定に基づいて、前記パラ
メータの第２のセットと前記第１のＥＬピクチャを関連付けること、または（２）前記第
１のＥＬピクチャがＩＲＡＰピクチャでなく、前記第１のアクセスユニットが接合ポイン
トの直後にこないとの決定に基づいて、前記パラメータの第２のセットと前記第１のＥＬ
ピクチャを関連付けることを控えることのうちの少なくとも１つをさらに備える、
　Ｃ２３に記載のコンピュータ可読媒体。
[Ｃ２５]　前記プロセスは、
　前記第１のＥＬピクチャがＩＲＡＰピクチャでなく、前記第１のアクセスユニットが接
合ポイントの直後にこないと決定することに応じて、コーディング順序において前記第１
のアクセスユニットに続く第２のアクセスユニットが接合ポイントの直後にくると決定す
ること、前記第２のアクセスユニットは、前記ＥＬ中の第２のＥＬピクチャを含む、と、
　前記ＥＬに、少なくとも前記第２のＥＬピクチャが少なくとも部分的にコーディングさ
れるまで前記パラメータの第１のセットと関連付けたままにさせることと
　をさらに備える、Ｃ２３に記載のコンピュータ可読媒体。
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[Ｃ２６]　ビデオ情報をコーディングするように構成されたビデオコーディングデバイス
であって、
　参照レイヤ（ＲＬ）およびエンハンスメントレイヤ（ＥＬ）に関連付けられたビデオ情
報を記憶するための手段、前記ＲＬは、第１のアクセスユニット中にＲＬピクチャを有し
、前記ＥＬは、前記第１のアクセスユニット中に第１のＥＬピクチャを有し、前記第１の
ＥＬピクチャは、パラメータの第１のセットと関連付けられる、と、
　前記第１のＥＬピクチャがイントラランダムアクセスポイント（ＩＲＡＰ）ピクチャで
あるかどうかを決定するための手段と、
　前記第１のアクセスユニットが、第１のビデオ情報が前記第１のＥＬピクチャを含む第
２のビデオ情報と接合される接合ポイントの直後にくるかどうかを決定するための手段と
、
　前記第１のＥＬピクチャがイントラランダムアクセスポイント（ＩＲＡＰ）ピクチャで
あることと、前記第１のアクセスユニットが接合ポイントの直後にくるかどうかの前記決
定とに基づいて、（１）前記パラメータの第１のセットと異なるパラメータの第２のセッ
トと前記ＥＬピクチャを関連付けることを控えること、または（２）前記パラメータの第
１のセットと異なるパラメータの第２のセットと前記第１のＥＬピクチャを関連付けるこ
とのうちの１つを実行するための手段と
　を備える、ビデオコーディングデバイス。
[Ｃ２７]　（１）前記第１のＥＬピクチャがＩＲＡＰピクチャでなく、前記第１のアクセ
スユニットが接合ポイントの直後にくるとの決定に基づいて、前記パラメータの第２のセ
ットと前記第１のＥＬピクチャを関連付けるための手段、または（２）前記第１のＥＬピ
クチャがＩＲＡＰピクチャでなく、前記第１のアクセスユニットが接合ポイントの直後に
こないとの決定に基づいて、前記パラメータの第２のセットと前記第１のＥＬピクチャを
関連付けることを控えるための手段のうちの１つをさらに備える、
　Ｃ２６に記載のビデオコーディングデバイス。
[Ｃ２８]　前記第１のＥＬピクチャがＩＲＡＰピクチャでなく、前記第１のアクセスユニ
ットが接合ポイントの直後にこないと決定することに応じて、コーディング順序において
前記第１のアクセスユニットに続く第２のアクセスユニットが接合ポイントの直後にくる
と決定するための手段、前記第２のアクセスユニットは、前記ＥＬ中の第２のＥＬピクチ
ャを含む、と、
　前記ＥＬに、少なくとも前記第２のＥＬピクチャが少なくとも部分的にコーディングさ
れるまで前記パラメータの第１のセットと関連付けたままにさせるための手段と
　をさらに備える、Ｃ２６に記載のビデオコーディングデバイス。
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